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序

多買城市は 、 東北地方の中枢都市仙台市に隣接し、 近

年いちじるしく人口が増加しております。 当市は 、 「史

都・多賀城」をスロ ー ガンに特別史跡の整備・復元と、

史跡と調和するまちづくりに努めております。

しかし、 国府多賀城を取り巻く周辺地域では 、 近年、

小規模な宅地開発が増加してきており、 当センターでは

毎年数ケ所の発掘調査を実施しております。

さて 、 今回発掘調査が実施した市川橋遺跡からは 、 平

安時代の水田跡と居住地を広げた整地層 、 そして建物跡

や溝跡が発見され、 また、 出土した土器類の中には 、 墨

書された土器が多くありました。 多賀城跡を取り巻く集

落を解明するうえで、 貴重な資料となるものと思われま

す＾

本報告が多少なりとも市民の文化財に対する啓蒙の一

助となれば幸いです。

平成2年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長斎 藤 一 司



例 言

1. 本柑は 、 平成元年度の国庫補助事業として実施した「山王遺跡他発掘調査」の結果をまと

めたものである。

2. 本調査は 、 市川橋遺跡の第8 次調査と第 9次調査にあたり 、 第 8次調査を「IB- 8」 、

第 9次調査を「I B- 9」 の略称を用いて記録している。

3. 本書の執箪•編集は 、 文化財保護係職員の協力を得て 、 滝口 卓が担当した 。

4. 本掛の作成にあたっては 、 佐藤悦子 、 菊池 豊、 山田紀子 、 柏倉霜代 、 須藤美智子 、 熊谷

純子 、 黒田啓子 、 木村梅子 、 小野寺恵子 、 平山節子 、 赤間かつ子 、 阿部トシ子 、 高野敏子 、

角田静子 、 渡辺ゆき子の協力を得た 。

5. プラント ・オパー ル分析は 、 〈有〉古環境研究所（埼玉県大宮市所在）に依頼した 。

6. 調査区の実測甚準線は 、 国家座標の方位をとっている。

7. 調査及び遺物の整理において 、 下記の方々に御助言・御協力を賜わった 。

桑原滋郎、 高野芳宏（宮城県多賀城跡研究所） 、 佐藤和彦（多買城市立第 二中学校）

8. 本魯の土色については 、 『新版標準土色帖』 （小山正忠、 竹原秀雄： 1976)を使用した 。

9. 調査 、 整理に関する諸記録及び出土遺物は 、 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ーが 一括保存

している。

調査体制

調査体制は 、 次のとおりである。

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

0社会教育課文化財保護係

社会教育課長 名取 恒郎

O埋蔵文化財調査センタ ー

所 長 斎藤 一司

主幹兼文化財 主任研究員 渇倉 敏明

保護係長 大場 義男 研 究 員 滝口 卓

主 旦禾 大場 正彦 石川 俊英

主 旦禾 伊藤 重人(1月配置変） 技 師 石本 敬

社会教育主事 伊藤 建朗 千葉 孝弥

相澤 消利

嘱 託 鈴木 久夫

滝川ちか子



調査要項

〈第 8次調査〉

1. 遺跡所在地：宮城県多賀城市高崎字水入4 6番2

2. 調査期間 ： 平成元年5月1 5日- 7月14日

3. 調査面積 ： 434 m (対象面積925. 70rrf) 

4 .  調査協力者： 竹谷英昭 、 沖井康仁、 今野征勝（地権者） 、 多賀城市第 二学校給食センター

5. 調査参加者：井口祐二（調査補助員） 、 加藤文 一、 加藤昭 一、 菅野文夫、 大場正司 、 佐々

木忠志、 富樫 荘 、 赤間かつ子 、 小野寺恵子、 平山節子 、 木村梅子、 秋山悦

子、 伊藤多鶴子

〈第 9次調査〉

1. 遺跡所在地：宮城県多賀城市浮島字高 平14番

2. 調査期間 ：平成元年9月18日-12月25日

3. 調査面積 ： 4 80ni (対象面積1 ,0 20面）

4. 調査協力者：加藤 基、 木代 聰（地権者） 、 多賀城市第 二学校給食センタ ー

5. 調査参加者：菊池 豊（調査補助員） 、 大場正司 、 加藤昭一 、 菅野文夫、 佐々木四郎、 水

越朝治、 松本喜 一、 芦野しず子 、 阿部けい子 、 阿部敏子 、 阿部美智子 、 遠藤

一代、 大友良子 、 小野玉乃、 大山貞子、 菅野恵子 、 熊谷あっ子、 桜井エイ子

菅原絹代 、 高野敏子、 武田リキ 、 角田静子、 渡辺園恵
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市川橋遺跡の立地と環境

市川橋遺跡は、 多賀城市市川・浮島・高崎地区に所在し、 特別史跡多賀城跡の西側から南側

一帯にかけて位置している。 本遺跡は、 多賀城を二分して流れる砂押川によって形成された標

高 2 -3 rnの自然堤防上に立地し 、 南北1.6km、 東西1.4kmの広範囲にわたる遺跡である。

本遺跡は、 奈良• 平安時代の遺跡であり、 これまでに実施された発掘調査では、 奈良・平安

時代の掘立柱建物跡や井戸跡等が検出され、 また、 市川字伏石地区や浮島字高平地区では、 平

安時代の水田跡が検出されている。 本遺跡をはじめとし 、 多賀城跡の周辺遺跡は、 国府多賀城

を取り巻く大規模な集落を構成する遺跡で、 「多賀城」の国府域を考える上で重要な遺跡であ

る。

なお、 これまでの本遺跡の調査成果については、 下表のとおりである 。

調 査年次
1

調 査地区

多賀城跡
第22 次調査
（昭和48年度）

おもな成果
検出遺 構 1 出土遺物

年代 原 因

昭和53年度

昭和54年度

昭和団年度

第 1 次鯛査
（昭和56年度）

第 2 次網査
（昭和57年度）
第 3 次調査
（昭和58年度）
第4次調査
（昭和58年度）

第5 次調査
（昭和59年度）

第6 次調査
（昭和61年度）
第7 次調査
（平成2 年度）

浮島字高平 掘立柱建物跡、 竪穴住居
跡

市JJI字伏石、 I溝跡
館前、 高崎字
樋ノロ
高崎字水入 掘立柱建物跡、 溝跡、 井 土師器、 須恵器、 灰釉陶 I平安時代

戸跡、 土拡 I器、 緑釉陶器、 赤焼き土
器、 瓦、 硯、 木製品
土師器、 須恵器浮島字高平、 I 掘立柱建物跡、 溝跡

高崎字水入、

樋ノロ
多賀城跡
第37 次調査 I市川字館前
（昭和55年度）

市川字伏石

市Ill字伏石

浮島字高平
（大臣宮）

高崎字水入

浮島字高平

高崎字水入

浮島字高平

土師器、 須恵器、 灰釉陶
器、 緑釉陶器、 瓦、 土製
カマド
土師器、 須恵器、 瓦、 紡

錘車

製品、 鉄製品
掘立柱建物跡、 一本柱列 土師器、 須恵器、 赤焼き

跡、 溝跡、 土拡、 水田跡土器、 灰釉陶器、 緑釉陶
器、 瓦、 硯、 木製品

溝跡、 土拡 土師器、 須恵器、 灰釉陶
器

井戸跡、 土拡、溝跡、 水 土師器、 須恵器、 灰釉陶
田跡 器、 緑釉陶器、 瓦、 硯、

木製品、 漆紙文苔

平安時代

古墳時代後期I仙塩流域下水道事業
（註2)

平安時代

掘立柱建物跡、 一本柱列 土師器、 須恵器、 須恵系 1 奈良•平安時
跡、 道路遺構、 井戸跡、 土器、 灰釉陶器、 緑釉陶代

土拡 器、 吉磁、 白磁、 瓦、 硯、

木製品、 鉄製品、 古銭
水田跡、 道路状遺構、 溝 土師器、 須恵器、 赤焼き I平安時代

跡 土器、 灰釉陶器、 緑釉陶
器、 瓦

水田跡、 溝跡 土師器、須恵器、赤焼き土平安時代
器、灰釉陶器、緑釉陶器

掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 赤焼き平安時代
土器、 瓦、 石器

溝跡 I 土師器、• 須恵器、 赤焼きl平安時代
土器、 灰釉陶器、 瓦、 木

平安時代

城南小学校建設（註1)

第二塩釜電話交換局建
設 （註3)

下水道埋設工事

（註4)

宅地造成工事 '(註5)

宅地造成工$ (註6)

宅地造成工事 （註7)

宅地造成工事 （註8)

宅地造成工事 （註9)

平安時代～近宅地造成工事 （註10)

塁安時代 1宅地造成工事

第1表市川橋遺跡調査年次•成果表

ー



No. 調 ＊ .i.1- 名 称 調査年次 No. 調 査 名

① 多 賀城跡第22次調 査 昭 和 ·4g年 ⑧ 市 教 委 第 3 次 調 査 昭 和 58年
② 仙塩流域下水道試掘調査 昭 和 53年 ⑨ 市 教 委 第 4 次 調 査 昭 和 58年
③ 館 前 遺跡 発 掘 調 査 昭 和 54 年 ⑯ 市 教 委 第 5 次 調 査 昭 和 59年
④ 水 入 遺跡 発 掘 調 査 昭 和 54年 ⑪ 市 教 委 第 6 次 調 査 昭 和 qt 年’⑤ 下水道埋設工事試掘調査 昭 和 54 年 ⑫ 市 教 委 第 7 次 調 査 平 成 元 年
⑥ 多賀城：跡第37次 調 査 昭 和 55 年 ⑬ 市 教 委 第 8 次 謂 査 平 成 元 年
⑦ 市教委第l · 2次悶査 · 昭和 56·57年 ⑭ 市 教 委 第 8 次 調 査 平 成 元 年

第1図 調査区位置図
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市川橋遺跡第 8 次調査

I 調査に至る経緯

本遺跡の所在する市川・浮島・ 高崎地区の水田地帯は 、 近年小規模開発が徐々に増加し 、 宅

地化の傾向が強まつてきている 。 市教育委員会では 、 多賀城跡を取り巻く周辺の遺跡の重要性

を考え 、 昭和5 4年度以降、 小規模開発に対応する た め継続的な調査を実施してきた 。

本調査は 、 平成元年2月に地権者から宅地造成工事の計画が提示されたた め 、 その内容等に

ついて協議を行った 。 当該地は 、 平安時代の溝跡や多量の土器類や木製品が出土した第4·5

次調査の東南に隣接する 位醤にあたり 、 さらに近接する 地域でも集落跡や水田跡が確認されて

いる ことから 、 当該地においても同様な遺構が存在する 可能性が考えられていた 。 このた め地

権者に対し調査の協力を依頼し 、 平成元年 2月に発掘調査の承諾を受けて 、 5月 15日から調査

を実施したものである 。

II 調査方法と経過

今回の発掘調査は 、 調査予定地が水田である た め 、 水田の地形にそって調査区を設定した 。

その際に 、 調査区の西側に隣接する第4次調査において 、 平安時代の溝跡や多足の土器類•木

製品が発見されている ことを考慮し 、 調査区の西側を広げた 。 調査対象面積は925 m· でその内

の 434 面について調査を実施した 。 調査は 、 平成元年 5月 15日より開始した 。 まず、 調査区に

隣接する地域が水田で耕作されている た め 、 調査区内の水貰き作業を行い 、 翌日から重機によ

る 表土剥離を行った 。 また 、 排水溝を兼ねた土層観察用のトレンチを掘り込んだ 。 調査区の東

側において 、 整地層を検出し 、 整地層上面での遺構検出作業を行い 、 土拡、 溝跡 、 ピット等を

検出する 。 西側では 、 第皿層の掘り込みを行い 、 畦畔を検出する 。 整地層6上面で検出した遺

構の掘り込み調査を行い 、 並行しながら実測図作成のた め、 原点1 (X : - 1 89, 236 . 766 、 Y:

14,210 .139 )と原点2 (X : -189, 2 46,213 、 Y : 14,161.269 )を 基準とし 、 遣り方を設定す

る (6月8日）。 遣り方水糸高は 、 標 高3,000 mである 。 整地層6上面において検出した遺構

の平面図及びセクション図作成を行い 、 6月1 4日に全景写真を撮影する 。 西側では 、 第VI層上

面で遺構検出作業を行い 、 灰白色火山灰を含む溝跡や土� 重複関係を確認した後

に掘り込み調査を行った 。 6月29日からは 、 整地層を掘り込み 、 地山面での遺構検出を行い 、

土拡を検出し 、 掘り込み調査を行う 。 7月11日に最終の全景写真を撮影し 、 7月13日ですべて

3
 



の調査を終了した。
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第2図 調査区設定図

III 調 査成 果

〈基本層位〉

第 I層 現在の水田耕作土で灰色の粘土質からなる。 層厚は 、 10-20crnを計る。

第 Il 層 褐灰色の粘土質で、 調査区の西側に堆積する。 層厚は 、 10-15cmを計り 、 酸化鉄が

帯状に層全体に認められる 。

第Ill層 黄灰色の粘土質で、 調査区の西側に堆積する 。 層厚は 、 10-15cmを計り 、 黒褐色土

をプロック状に部分

的に含み、 さらにマ

ンガン粒をも多量に

含む。

第N層 灰黄褐色

の粘土質シルトで、

調査区の西側に堆積

する 。 層厚は、 10-

20cmを計り 、 全体的

に酸化鉄の集積がみ

られ、 また、 マンガ

ン粒をも多蜃に含む。

さらに上層では、 炭

I層

n層

整地層l

整地層2

整地層3

皿層

N層
整地層4

整地層5

SD23 
SD28 

層‘一
層

V-
M
 

整地層8

\1層

整地層7

整地層9― -
整地層10

黒褐色土・・粘質（スクモ）

第3図 墓本層位模式図
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第4図 遺構配置図
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化物を 小プロック状に含む 。

第V層 灰黄褐色の粘土質シ ルトで、 調査区の北西部に堆積する 。 層厚は 、10- 20cmを計り 、

第W層との層界は起伏がある 。 灰白色火山灰を層全体にプロック状に含む 。

第VI層 灰黄褐色の粘土質シ ルトで 、 調査区の西側に堆積する 。 層厚は 、 10-20cmを計り 、

部分的にグライ化している 。

〈発見遺構と遺物〉

今回の調査で検出した遺構は 、 掘立柱建物跡4棟、 溝跡29条、 土j広5基、 水田跡 、 整地層が

あり 、 この他に多数の柱穴を検出した 。

(1)整 地 層

整地層は 、 調査区の中央部付近から東側一帯にかけて検出され 、 10 層に細分化される 。

整地層1 A·B-0 4、 C ·D-05 、 E-06グリットから調査区の東側にかけて堆積する 。

にぶい黄褐色のシ ルト層で、 層厚は3 - 6 cmを計り 、 層中には 、 暗灰黄色土や炭化物が 小プロ

ック状に含まれる 。

整地層2 西側は整地層1 と同じラインからA·B-11グリットにかけて堆租する 。 黄灰色

のシ ルト層で、 層厚は5- 20cmを計る 。 層中には 、 褐灰色土や炭化物が小プロック状に含まれ

る 。

整地層 3 B-06-11グリットにかけて堆積する 。 黄褐色のシ ルト層で 、 層厚は5- 20cmを

計り 、 層中には 、 炭化物が多旦に含まれる 。

整地層 4 A-E- 04 - 06グリットにかけて堆租する 。 黄灰色のシ ルト層で、 層厚は5-15 

cmを計り 、 層中には 、 黄灰色の粘質土をプロック状に含み 、 また 、 炭化物をも含まれる 。

整地層5 整地層 4と同範囲に堆積する 。 暗灰黄色のシルト層で、 陪厚は5- 20cmを計り 、

層中には 、 焼土や黄色土をプロック状に含み 、 また 、 炭化物をも含まれる 。

整地層6 A - B-06- 1 3グリットにかけて堆積する 。 黄灰色のシ ルト陪で、 陪厚は 3 -15

cmを計り 、 層中には 、 褐色土・黄色土・焼土をプロック状に含み 、 また 、 炭化物をも多凪に含

まれる 。 セクションを観察すると 、 上層に灰白色火山灰が堆積している 。

整地層 7 A·B-03グリットから調査区の東側へ帯にかけて堆積する 。 黄灰色のシルト層

で、 層厚は10-20cmを計り 、 層中には 、 黄橙色土や黄褐色土を小プロック状に含み 、 また 、 炭

化物をも含まれる 。

整地層8 A·B-06-13グリットにかけて堆積する 。 暗灰黄色のシルト層で 、 層厚は 2 -

10cmを計り 、 層中には 、 炭化物や黄色土が含まれる 。

整地層9 A·B-07·0 8グリットにかけて堆積する 。 暗灰黄色のシ ルト層で、 層厚は3-

5cmを計り 、 層中には 、 炭化物が少量含まれる 。

7
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No. 層 位 種類 器形 外 面 詞 整 内面閃整 口径 底径 呂茄 緬 考
l 整地層l 須恵苔 董 0クロナデ、 回転ヘラケズリ 0ク0ナデ
2 整地層3 . 杯 ． 底部回転糸切り . 13.0 6.0 4. 9 
3 ． “ 令 ． 底部回転ヘラ切りのらナデ ． 7.1 底部ヘラ描きワJ

4 ． ． 長類瓶 . 回転ヘラケズリ . 7.4 
5 . ． 短頸笠 . . ． 
6 整地層5 土師器 耳 皿 ヘラミガキ黒色処理、 庇部回転糸切り ヘラミガキ・屈色処理
7 ． 須恵岱 杯 0クロナデ、 底部回転糸切り 0クロナデ (12. 8) 6.1 3.8 
8 整地層6 々 ． 々 底部

下
回

ヘ滋
転

9
ヘ

ケ
ラ切り 令 12.0 6.0 4.3 ， 令 土師器 杯 0クロナデ．ばr.f :,('). 底部回転へ,vJ'l ヘラミカ・キ肌色処理 (12. 3) 6.3 3.8 

10 令 須恵召 甕 (21.9) 
11 令 . 長顕版 0ク0ナデ、 回転ヘラケズリ 、 底部@転ヘラ切り 0クロナデ 8. 7 
12 令 々 風字硯 ナデのら研麿 手t与ヘラケズリ

第5図 セイチI·3·5·6層出土遺物
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゜ 10cm 

10cm 

No. 種 類 岱 形 外 面 調 整 内 面 刷 整 口径 底径 器邸 偏 考
1 土師器 杯 ロクロナデ 底部回転糸切り、Iぶ部下端--Ji蔀闊籍手待ヘラケズリ ロクロナ沢— 営ト ラ ミガキ・11.1色処円 ( 15. 6) (5. 0) 6.6 
？ ク � • 底糾国転ヘラ切り、f釈邪下燐OOへうケズリ ヘラ ミ ガキ ・ 黒色処理 04.4) 6. 6 4.4 
3 々 . . 9本部下端～底部回転ヘ ラ ケ ズ リ � (7.0) 外底部訟帯r口J
4 々 ,, ． 底部回転糸切り ,, s.s 
5 須恵器 ‘ ． � ロ ク ロ ナデ (12. 6) (6. O) 4.4 
6 • � ． 底部回転ヘ ラ 切 り " 14. 2 7. 2 4. 2 外底部臥名「田J
7 . � 令 々 々 (13. 8} (7. O) 3.8 
8 ,, .. ． 底部回転糸切り ,, (14. 6) 6.0 4. 7 ， . 長類瓶 . ，， 11. 6 
IO ,, b ． • 11.3 
ll ,, � 令 底部回転糸 切 り の ち ナ デ ナ デ 底部ヘラ描きツJ

12 • 鉢 . 底部不明 ロ ク ロ ナデ 26. 5 12. 7 12.5 外底部に付奇物
13 . 翌 平行叩 き の ち 手待ヘ ラ ケ ズ リ 底部ナデ 指ナデ 11.2 

第 6 図 セ イ チ 4 層出土遺物
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地 層 位 植 類 呂 形 外 面 悶 整 内面図竪 口 径 底 程 召 邸 鑓 膏
I 整地層7 須恵呂 双耳杯 ロ ク ロ ナデ、 耳部手1寺ヘラケズリ、底部回転ヘラ切り 0クロナデ (11. O) 6.4  5. 8 
2 整地膚 8 令 杯 令 底部回転糸切り 令 (14.4) 7 .0  3.2 
3 ． 令 . ． 令 令 (13.5) 6.2 3.5 
4 . . � 々 底部回転ヘラ切り ． (14.5) 6.9 3.2 
5 . ． 円面硯 0 ク ロナデのちナデ消し ． 方形透かし 、 線割文
6 . ． 甕 平行叩き ぽ耗痕 転用硯か
7 整地層9 . 杯 0 ク ロ ナ デ、 庭部回転へ9切り ロ ク ロ ナデ 13.2 6.8 4. 7 底部にへ9キズ
8 . 令 ． ． 令 . (13. 7) 7.0 4.4 外9本部墨1'1'万J かiE位， 々 令 ． ． • 令 (12.9) 6.0 4. I 外体部暴が方Jか外底部rブi」

10 . 土師笛 甕 舎 格子叩きのち手持ヘラケズリ ． 10. 0 

第 7 図 セ イ チ 7 · 8 · 9 層出土遺物
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゜ 10cm 

No. 穐 類 it-I 形 外 面 糾i 笠 内 面 悶 梵 口 径 底 径 召 氾i 鑓 考
I 須恵四 双耳杯 ロクロナデ 耳部-f•/,tへ9ケズリ ， 庇部回転糸切り ロ ク ロ ナデ 11.5 7.0 5. 1  
2 ． 11 ． ． (17.2) 
3 心 I不 ． Al: 部'" '転ヘ ラ切り ． 17.4 7.2 S.3 
� ． ． ． 底部(ii)転ヘ ラ り） り の ら ナ デ ． 12.8 7.6 3. I ほぼ完形
5 々 ． 令 庇部阿転糸切り 令 13.2 6. 9 3.2 
6 ． ． ． 庇部(!')転へ,t1Jり ． 12.4 6.4 4.0 内面油汽印
7 . ． ． 々 ． (14.0) 6. 4 3.9 
8 ． ． ． 々 ． (13.4) 7.2 4.4 内底菰 外'*部園芍9ゎ， ． . ． 々 ． (14.0) 6 . 8  3.2 
10 土伍西 小型杯 々 体部下バー庇部f.ll鼻心手/.�ヘ 9 ケ ズ リ ヘ ラ ミ カ'4'-・凩色処覆 ( 6.5) 4.2 3 . 6  
II ． I{, ． 底部N与ヘ ラ ケ ズ リ か ． (14. 6) 7.4 5.0 
12 ． 今 令 Iii; 部(nJ転糸切りのち体部下端～底部回転ヘラケズリ ． (13.6) 6, 7 4.2 
13 々 甕 ． -1'ヽ/.�へ う ケ ズ リ

|
ロ ク ロ

伶
ナ デ 9.4 

14 須思四 長釈瓶 ． 8.0 底郎ヘラ描I! rん

第 8 図 セ イ チ 1 0層出土遺物
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口ーロ J, ＼ さ“’ 1 .  須恵器杯
2 .  灰釉陶器
3 .  円 面 硯.:: 可゜ 10cm 

I 
第 9 図 整 地 層 出 土

0, 
1 .  整地層 3 出土
2 .  整地層 9 出土
3 .  整地層 6出土
4 . 5 整地層出土

゜

\0 

I 

こ�

I

5 

第10図 整地層出土遺物 （砥石）

整地層10 整地層9 と同範囲に堆積する 。 黒褐色の粘土質シ ル トで 、 層厚は 3 -10cm を計 り 、

層 中には 、 焼土 や炭化物が 小プロック状に含ま れ る 。

(2) 撮立柱建物跡

S B  237 建物跡 調査区東側の整地層 6上面 で検出 し た 南 北 1 間以上 、 東西 3 間の建物跡で

12 



ある 。 S B 238 · 239 建物跡と 重複関係があり 、 これらより 新しい 。 建物の方 向は東側柱列で み

る と 、 北で 約 4 度東に 偏 し ている 。 柱間は 、 南 側柱列で西より1 .48m 、 1 .49 m 、 1 .47mで 総長

4 .44mである 。 東側柱列で1 .69 mを計り 、 総長 につい ては 不明である 。 柱穴は 、 楕 円形を 呈す

るものと 、 隅丸方形のものとがあり 、 規模は6 5X56cmのものや 、 3 2X3 2cmのもの な どがあり様

々である 。 柱痕跡は径約20cmを計る 。 掘り方埋土は 、 黒褐色シ ル ト 、 灰黄褐色シ ル トが主 体と

な っ ている 。 遺物は 、 土 師器杯 • 高 台付杯・甕 、 須恵器杯・ 甕、 丸瓦の 他に土 製 カ マ ドの破片

が 出土し ている 。

S B  238建物跡 調査区東側の整地層6上面で検 出 し た南北 1 間以上 、 東西3 間の建物跡で

ある 。 S B 23 7 建物跡と重複関係があり 、 これよりも古い 。 建物の方 向は東側柱列で みると 、

北で 約3 度東に偏している 。 柱間は 、 南 側柱列で西より 2 .12m 、 2 .69m 、 2 .20mで 、 総長7.01

mである 。 東側柱列では1 .9 8mを計り 、 総長につい ては 不明である 。 柱穴は 、 隅丸方形のもの

- - --
, _,, ,, ,  . - -

ー ヤ ニ― 二
芦

4 5 ゜ 10cm 

10cm 

6 
, ― �"・�

No. 遺 構 種 類 器 形 外 面 調 整 内 面 悶 整 口径 底径 器高 備 考
1 pit l06 須恵器 小型壺 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ ヘ ラ描「上」横位
2 pit 167 " 杯ヵ ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ ケ ズ リ • 17. 0 
3 * ，， 杯 々 底部回転ヘ

底
ラ切

部
り
回

の
転

ち
ヘ

一一
ラ

部
部
切

手ナ
り
持デ

の
ヘラケズリ � 13. 6 7 .8  4.3 外f本

面
部

底墨部守、
「

内フJ面
，' .. .. ク ちナデ ,, 12. 7 5. 7 4.4 外而i本部晟苦

5 • � ，， ，， 底部回転ヘラ 切 り � 12.4 7. 0 4.1  完形
6 pit 91 9 甕 .. ナ デ カキ目、0クロナデ、冑樺波文当て具痕 45. 1  

第11図 柱穴出土遺物
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14 

と 、 楕円形を 呈する ものがあり 、 規模は一辺47X5 3cmのものや 、 40X5 0cmのものがあり 様々で

ある 。 柱痕跡は約1 8cmである 。 掘り方埋土は 、 黒褐色 シ ル トを主体と している 。 遺物は 、 土 師

器杯 ・ 甕 • 長頸瓶が出土 している 。

S B  239建物跡 調査区東側の整地層6 上 面で東西 3 間を検出 している が 、 南北 については

おそら く 北 側の調査区 外に延びる 建物跡である 。 S B2 37 建物跡 、 SD24 1溝跡と 重複関係が

あり 、 これらよりも 新しい 。 建物の方向は東で約 1度北 に偏している 。 柱間は 、 南側柱列で西

より2 .54rn 、 2 .35 rn 、 2 .75rnで総長7 .6 4rnである 。 柱穴は 、 惰円形を 呈 し 、 規模は42 X4 9 cm 前

後を計る 。 柱痕跡は径約18cmである 。 掘り方埋土は 、 黄褐色土を プロック状に含む灰黄褐色 シ

ル トを主体としている 。 遺物は 、 土 師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯・甕・壺、 平瓦が出土している 。

S B  240 建物跡 調査区中央部の整地層6 上面と第VI層上 面で検出 した 東西 3 間以上、 南北

l 間 以上の 建物跡である 。 SD24 2 溝跡と 重複関係があり 、 これよりも 新 しい 。 建物の方 向は

東側柱列でみる と 、 北で約4 度 東に偏している 。 柱 間は 、 北 側柱列で東より 1.4 9 rn 、 1 .35 rn 、

1 .6 8mを計る 。 東側柱列では1.6 5rnである 。 柱穴は 、 楕 円形を 呈し 、 規模は37X4 5cm前後を計

る 。 柱痕跡は径約13 cmである 。 掘り方埋土は 、 黒褐色 シ ルト 、 褐 灰色 シ ルトを主体と している 。

遺物は 、 土 師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高 台付杯が出土している 。

(3) 溝 跡

S D  241 溝跡 調査区の ほぼ中 央 、 整 地 層 6 上面で検出 した 南北に 走る 溝跡である 。 重複

関係から S B 239 建物跡よりも 古い 。 長さは約2 .2 0rnで、 上幅35-6 5cm 、 深さ 約15cmを計る 。

埋土は4 層 に分けられ 、 灰黄褐色 シ ルトを主体と し 、 最下層は暗褐色粘土質 シ ル トである 。 遺

物は、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 壺、 丸瓦の 他に土製 カ マ ドの破片と 砥石が出土 している 。

S D  242 溝跡 調査区の ほぼ中央 、 整 地 層 6 上面で検出した南北 に走る 溝跡である 。 重複

関係から SB2 40 建物跡よりも古いo 確認できる 長さは約4 rnで 、 上幅約1. 80m 、 深さ 約15cmを

計る 。 埋土は 、 黄褐色 シ ル トと 黒褐色 シ ルト の 2 層 に分けられる 。 遺物は 、 土 師器杯 • 高 台付

杯 ・ 甕、 須恵器杯 •高台付杯 ・ 甕 ． 壺 、 赤焼き土器、 平瓦 ・ 丸瓦の 他に土製 カ マ ドの破片が出

土 している 。

S D  243 溝跡 調査区の 南西部 、 第VII層上 面で検出した東西に走る 溝跡である 。 溝跡の東側

において 、 南へ張り出している 。 重複関係か ら S K 256 土拡より 古 く 、 S D 250溝跡よりも 新

しい 。 確認できる 長さは約 8 .5mで、 上 幅約250cm 、 深さ約65 cmを計る 。 埋土は 、 8 層 に分けら

れる が 、 基本 的 には灰黄褐色 シ ルト 、 灰色 シ ル ト 、 黒褐色 シ ルトである 。 遺物は 、 土 師器杯 ・

高 台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 壺、 赤焼き土器 、 瓦の 他に曲物 や盤な どの木製品が出 土してい

る 。

S D  244 溝跡 調査区南西部のW層上 面で検出 した 南北 に走る 溝跡である 。 S K 256 土 拡と



重複関係 があ り 、 こ れ よ り も 古い。 確認で き る 長 さ は 2 .7m で 、 上幅50-75cm、 深 さ 約25cm を

計る 。 埋土は、 オ リ ー プ黒色の粘土質 シ ル ト 層 と オ リ ー プ黒色の砂質層 の 2 層 に 分 け ら れ る 。

遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕 • 壺、 平瓦 ・ 丸瓦の他に円盤状土製品が出土 し て い る 。
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S D  245 溝跡 調査区のほぼ中央部、 整地層 6 上 面で検出 した束西に走 る 溝跡で あ る 。 長さ

は約1. 8m で上幅約1. 4m 、 深さ約25cmを計る 。 埋土は 、 上層から暗灰黄色 シルト層 、 黄灰色シ

ルト層 、 黒褐色粘土質層の 3 層 に分 け ら れ、 第 1 層 には灰白色火山灰がプロック 状 に含まれる。

遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶、 平瓦 ・ 丸瓦が出土してい る 。

S D  246 溝跡 調査区東側の整地層 6 上面で検出した東西に走る溝跡で あ る 。 S D 251小溝

跡群と S K 255 土拡と重複関係があり、 これらよ り も 古い。 長 さは約6. 2mで、 上幅35-80cm、

深さ約10cm を 計 る 。 埋土は 、 黒褐色シルトの単層で あ る 。 遠物は 、 土師器甕 、 須恵器杯 · 甕、

，
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ー •••一 ー

ー -• 一

10 

No. 遠 構 層位 種 類 器形 外 面 副 整 内面調整 口径 底径 器窃 備
l S0251 3 層 須恵器 杯 ロ ク ロナデ、 底部回転ヘラ切り 0 ク ロ ナ デ (14. 0) 9. 2 4. 2 
2 . l 層 ,, ,, ,, 底部回転ヘ ラ 切 り の ち ナ デ ,, (13. 4) 6. 0 3.5 
3 ,, * 々 ， ，， 底部回転ヘラ切り • (13. 2) 6. 2 4 . 0 外面底部墨笠rつJ
4 SD242 2 層 ,, ，， " " • (14. 7) 7. I 4.4 

,, み . . ,, ｛本部下端～底部手持ヘ ラケズリ • (14. 1) 6.8 4. I 底部ヘラ描き「十J

6 ,, 4 ，，， 瓶か ，' • 9. 8 外面に若干付行物
7 • • ，， 杯 � 底部回転ヘラ切り • (13. 3) (7. 1) 4.3 
8 " 3 屈 • ,, • " ,, (13. 9) 7. 6 3 . 5 

" � 々 � 々 底部回転ヘ ラ 切 り の ち ナ デ • 14. 0 8. 0 3. 7 内外底部墨む「方」
10 . . 4 層 ，， • ,, 底部回転ヘ ラ切り • (13.3) 6. 9 4. 4 

第13図 5D 242 · 251 出土遺物
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外 面 闘 整 I 内 ilii 閾 整 I 口径 I 底径 1 沿沿i I 偏
ロクロナデ 底部同転糸切,,

I
ロ ク ロナデ 10 1. 1)1 (6. 0)

I 
4.4 I出繹翻炎デ

• l!t滅のため切離し不明 ，, 底部摩耗 14. l 8. 6 3. 6 完形、 油煙根
未製品 m蚤13. 2cm、 底径 (9 .2)  cm、 店硲2.8cm
柾H材 外径(17. 7)cm、 内径( 15. 7)cm、 駁さ0.8cm、 周給のJ!/. さ0 .5cm
ロ ク ロ挽き 、 外面にキズ多数 I I径(16. O)cin、 庇径(l0.4)cm、 西高1.4cm
りrn材 径(15. 0)an、 厚さ1 .0cm、 内面：�\漆塗りか、 側面に釘孔2 ケ/Yr残存

. \ 径14.4cm、 原 さ0.8-0.5on
ロ ク ロ挽き 、 内面に焦根、 多数のキ ズ打、 外底部に焼印か 、 口径(20. 7)an、 底径16. 0cm. 器高2 .0cm
ttl:I..J材 径( 16. 8)cm、 Mさ0 .5cm、 周粒のJ!f. さ0 .3cm

第14図 SD 243 · 244 出土遺物
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赤焼 き土器が出土 し ている。

S D  247 溝跡 調査区の ほぼ中央部 、 整地層6 上面で検出 し た東西に走る溝跡である 。 重複

関係か ら S D 242 溝跡 より 古 く 、 S D 249 溝跡より新しい 。 確認できる長さは約1.4m 、 上幅約

口 ―― 二三�
ニ 3 --== ニ

―

= 
漆

゜ 10cm 

ヽ

IIIKIIIIIIIIIIIIIC 
11 

四加］所万町布而

•••• 

， •9. 
． 

No. 遺 構 層位 種 類 呂 形 外 面 鯛 整 内 面 調 整 口径 底径 呂高 罐 考

l S0248 1 層 須恵呂 杯 ロクロナデ、 底部回転ヘラ切りのちナデ ロクロナデ 11. 8 7.0 4. 6 外面底部墨書r山J
2 参 令 . 盤 ＊ ． (18. 9) 10.4 3 .3  外底部に墨頂
3 .. 令 今 杯 令 底部回転糸切り ． (iU) 7.8 3.8 外1本部に墨書横位
4 ． み . . ． ゃ 底部回転ヘ ラ切りのちナデ . (13. 7) 8 . 3  4.0 
5 伶 . 土師呂 . ． 体邸下端～底部回転ヘ ラケズリ ヘ ラ ミ ガキ・ 黒色処理 (8. 2) 内面漆付着
6 ． . ヽ 令 令 . 手持ヘラケズリ 々 (IJ. 2) 6.2 (4.3) 
7 拿 2 層 須恵呂 ． ． 底部回転ヘラ切りのちナデ dクロナデ (13.6) 7.4 4.1 
8 . ． ． 争 ． 底部回転ヘ ラ切り ． (8.4) 内外底部に付着物
9 S0250 ． 土師召 . ． f本部下端～底部手待ヘ ラケズリ ヘ ラ ミガキ・黒色処理 13.8 5.6 4.2 完形
10 命 3 層 令 小 型 甕 ． 工具状のナデ、 底部回転糸切り ロ ク ロ ナ デ、 ナデ 11.7 6. 7 11. l 
u 令 2 層 木製品 曲物底板 柾目材 径 (14.4) cm、 厚さ O. 7cm、 目釘2 ケ所残存
12 ． 3 層 ． 曲物董板 ． 雌 (23. 6) an、 内径 (21.7) 匹、 厚さ 0.9匹、 同緑の厚さ 0.6an

第15図 S0248 · 250 出土遺物
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75cm、 深 さ約 8 cmを計る。 埋土は 、 灰黄褐色 シ ル ト 層 、 黄灰色 シ ル ト 層 の 2 層に分けられる。

遺物は 、 土師器杯 • 高台付杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕 · 長頸瓶 · 小型壺、 赤焼 き 土器、 平瓦 ・ 丸瓦

の他に円盤状土製品が出土している。

S D  248 溝跡 調査区東側の整地層 6 上面で検出した南北に走る溝跡である。 確認で き る長

さは約4. 5m 、 上幅50-160cm、 深 さ約25cmを計る 。 埋土は 、 5 層 に分けられるが、 基本的には

黒褐色 シ ル ト と 黄灰色 シ ル ト である。 遺物は、 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高台付杯・

蓋 • 甕 • 長頸瓶 、 赤焼 き 土器、 丸瓦が出土 している。

S D  249 溝跡 調査区の中央部、 整地層 6 上面で検出した東西に走る溝跡である。 S D 247 

溝跡と重複関係があり 、 これより も古い。 確認で き る長 さは約 2 m で、 上幅約25cm、 深 さ約 5

cmを計る。 埋土は 、 灰黄褐色 シル ト 層の単層である。 遺物は 、 土師器甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸

瓶、 赤焼き土器、 丸瓦が出土している。

S D  250 溝跡 調査区南西部の第＂層上面で検出した東西に走る溝跡である。 S D 243 溝跡

と S K 256 土i広と重複関係があり 、 これらより も古い。 S D 243 溝跡とほぼ同 じ位置で重複し

ており、 大半が壊されている。 確認できる長 さは約7.8m 、 深 さ約50cmを計る。 埋土は 、 オ リ

ー プ黒色 シ ル ト 層 、 黒褐色粘土質シル ト 層 、 オ リ ー ブ黒色粘土質層の 3 層 に分けられる。 遺物

は 、 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶、 平瓦 ・ 丸瓦の他に曲物の底板 ・ 蓋板な

どの木製品が出土している。

S D  251 小溝跡群 調査区東側の整地層 6 上面及び整地層 7 上面で検出した南北に走る小溝

跡である。 重複関係から S K 252 土拡よ り も 古 〈 、 S D 246 溝跡より 新しい。 規模は 、 上幅が

I-- 2. 600m --l 

雪
1--. 2. 600m ---l 

� 

1-- 2. 600m ---l 

蒼

I- 2. 600m --i 
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謬 警
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0
1
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ー
1 ｀＇ 

遠 構 No. 土 色 伽 考 遺 構 No. 色 備
SD251 1 lOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト 、 炭化物プロ ッ ク 多紐に含む S0251 7 lOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト 、 炭化物 プ ロ ッ ク微塁含む

� ，， 黄色プロ ッ ク 含む 8 ,, シ ル ト炭化物、 プロッ ク微且含む
� ,, 炭化物プロック 多且に含む ， . シル ト 、 黄 プロ ッ ク 少屈含む
� ，' ， 黄色プロ ッ ク 多黛に含む 10 IOYR½ 瓜褐色 シ ル ト 、 炭化物プロ ッ ク 多泣含む
,, 々 炭化物プロ ック多:!ittこ含む 11  lOYR½ 灰黄褐色 帖土只 シ ル ト、 酸化鉄帯状に含む
々 ，' 炭化物プロック微黛含む 12 IOYRK 褐灰色 ，' 黄色プロック 多嚢含む

第16図 5D251 小溝跡群セ ク シ ョ ン図
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20-65cmで 、 深さ5-25 cm を計る。 埋土は 、 灰黄褐色シ ルトが主体にな っ て いる。 遺物は 、 土

師器杯 ・ 甕 、 須 恵器杯 ・ 稜椀・甕・長頸瓶、 丸瓦の他 に土製 カ マ ドの破片が出土して いる。

(4) 土 拡

S K  252 土i広 調査区東側の 南 壁ぎわの整地層 l上面 で検出 した 。 SD25 1小溝跡群と重複

関係があり 、 これ よりも 新 し い。 平面形は 不整形 を呈するものと考え られる。 規模は 、 長軸 を

約 3 .0 mま で確認し 、 短軸は約1.9 m である。 深さは 約35cmを計る。 埋土は 、 3 層に分 け られ 、

灰 黄褐色 を基調 と し 、 上層が粘 土質で 、 最下

層は砂質シ ルト である。 遺物は 、 土 師器 杯・

甕 、 須 恵器杯 ・ 甕 ． 壺、 赤焼き土器杯 • 高 台

付杯、 平瓦 ・ 丸瓦の他に キセ ルが出土 し て い

SK 252 
l-2.600m T

 

る。

S K  253 土拡 調査区東側の 南 壁 ぎわの整

地層 l 上面 で検出した 。 S K 254土拡と 重複

関係があり 、 こ れ よりも 新 し い 。 平面形は不

整 円形 を 呈するものと考え られる。 規模は 、

長軸が約I .Om で 、 短軸は約0.5 mま で確認し

た 。 深さは 約25cmを計る。遺物は 、 土 師器甕 、

須 恵器杯・ 壺が出土 して いる。

S K  254 土1広 調査区東側の 南 壁ぎわの整

地層 l上面 で検出 した 。 重複関係か ら S K255

土 拡 より 新 し く 、 S K 25 3 土拡 よりも古い 。

平面形は 不整形を 呈するものと考え られる。

規模は 、長軸が約1. 8mで 、 短軸は約1 . 3 mま で

確認した 。 深さは 約20cmを計る。 埋土は 、 5

層に分け られるが 、 基本的には 灰黄褐色 シ ル

ト層と．褐灰色 シ ルト層 である。 遺物は 、 土 師

器杯 ・ 甕、 須 恵器杯・稜椀・甕 • 長頸瓶、 赤

焼き土器 、 丸瓦が出 土 し て いる。

S K  255土拡 調査区東側の整地層6 上面

で検出 した 。 重複関係か ら S K25 4土拡 より

古 く SD2 46 溝跡 よりも 新し い 。 平面形は 隅

丸方形 を 呈するものと考え られる。 規模は 長

t-2.600 

S0246 
f- 2. 600m 

SK 254 
-I 

SK 255 

0
1

 

ーーm 

遠 構 No. 土 色 編
SK252 l IOYR½ 灰黄褐色 粘土、酸化鉄プロ ッ ク 状 に 多 く 含 む

2 ,, • 
3 lOYR½ • 砂 質 シ ル ト 、灰黄褐色粘土 と互層

SK254 l lOYR½ 灰黄褐色 シ ル 多ト Kマ
含

化

ン ガ
む物

ン

プ

粒
ロ
微

ッ
鼠：

ク
、 酸化鉄プロ

ッ ク に2 7 .SYR½ 褐灰色 シ ル ト 、炭 含む
3 IOYRJ{褐灰色 .. 炭化物プロ ッ ク 含む• 帖土、 5mm以．下1)炭化物プロックを含む5 !OYR½ にか黄褐色 シ ル ト 酸化鉄プロ ッ ク 多且に含む

SK255 I IOYR¼ 褐灰色 シ ル ト 、酸化鉄プロ ッ ク 多瓦に含む
2 lOYR,<黒褐色 粘土、黒色枯土層 を帯状に含む
3 IOYR¼ 褐灰色 々 炭化物プロック、マンガン粒微且含む

,., 艇賃シルト、灰黄褐色砂層 しま状に含む
5 ，， 
6 lOYR½ 灰黄褐色 ク が）ープ灰砂層しま状に一 部含む

SD250 ① JOY RK黒褐色 シ ル ト 黄褐色土を搭状に含む

第17図 SK 252 • 254 • 255土拡 、 S0246溝跡セクショ ン図
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No. 遺 構 層位 種 類 器 形 外 面 闘 望 内 面 調 整 口径 底径 器高 備 考
l SKお4 I 層 須恵器 稜 俯 ロ ク ロ ナ デ 0 ク ロナデ (8. 6) 
2 SK 257 • 土師器 杯 々 9本部下端手持ヘラケズリ、底部不明 ヘラミガキ・黒色処理 (11.4) 5.8 3. 7 
3 • . 須恵呂 高台付杯 * 底部回転糸切 り ロクロナテ・底部ば耗 14. 2 9.0 5. 0 外底部凪苔「口」
4 SK256 • 々 長 類 瓶 • 令 ロ ク ロ ナ デ 7.3 注口をもつ
5 • 2層 土師呂 杯 々 f本部下端～底部回転ヘ ラケズリ ヘうミガが黒色処理 (13.9) 6. 3 4. 4 
6 • . 須恵器 ． み 底部回転糸切り 0 ク ロ ナ デ (14. 4) (6. 8) 4. 4 外体底部墨杏
7 ． 々 々 々 々 令 々 (13.5) 5. 7 4.2 外1本部墨容「大」
8 々 3 層 ． 々 ． 々 • （し4- 1) 7.2 4. 2 外体底祁墨苔「田」， • • 土師器 • • • ヘ ラ ミ ガキ• 黒色処理 14. 3 7.0 5.4 外1本部墨書r口口」
10 ． 々 紆丸瓦 園圏文
11 . • 土 錘 長さ 4.4an、 輻 1.4cm
12 SKお2 l 層 銅製品 キ セ ル 雁首部

第18図 SK 出土遺物

軸約1. 4m 、 短軸約1. 2m 、 深 さ約25cm を計る 。 埋土は 6 層 に細分されるが、 基本的には褐灰色

シルトである 。 遺物は 、 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 · 甕 • 壺、 赤焼 き 土器 、 平瓦 ・ 丸

瓦の他に土製カ マ ドの破片が出土 してい る 。

S K  256 土i広 調査区南西部の第\I[[層上面で検出した。 S D 243· 250 溝跡と 重複関係があり、

これ ら よりも新 し い 。 平面形は不整方形を呈する 。 規模は長軸約5. 2m 、 短軸約2. 9m 、 深さ約

30cm を 計 る 。 埋土は 4 層 に分けられるが、 基本的には黒褐色 シルト · 黄灰色シル トであ る 。 遺
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遺 構 No. 土 色 備 考
SK 256 1 2.SY K 黒褐色 シルト、炭化物、黄色、駐がA岩,aック微量叙;,

2 9 々 オリープ灰色層し ま状に多且含む
3 2 .5Y J,{ 黄灰色 々 紐し 灰

ま状
色

に
、

含
P

む
オ リ ー プ色sand層 が

4 2 .5Y K 黒褐色 ・ 緑色sand層に し ま状に多且含む
SK 257 I lOYR½ 黒褐色 を•土

プ質ロ シッ ルクmト 菫炭含g物 プ ロ ッ ク 多 量 貧

2 lOYR½ ,, シルト、炭化物プロ ッ ク 多量含む
3 2.5Y½ 暗灰黄色 悶面緬k�て:屈程嬰も層北償9こ帯状

第19図 SK256 · 257 土拡セ ク シ ョ ン図
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第20図 SK 256 土拡出土遺物 （木製品）
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物は 、 土 師器杯 • 高 台付杯・甕 、 須恵器杯 ・ 蓋 ・ 甕 •長頸瓶 ・ 壺、 赤焼き土器杯 • 高台付皿、

平瓦 ・ 丸瓦の他に木製品 （ 盤 • 曲物） や土製カマ ドの破片が出土 している。

S K  257土拡 調査区東側の地山面で検出 し た 。 平面形は 不整形を 呈する。 規模は長軸が 約

1.7m 、 短軸約0 .9 m 、 深さ約10cmを計る。 埋土は3 層に分け られ 、 碁本 的に 黒褐色と 暗 灰黄色

である。 遺物は 、 土 師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高 台付杯 ・ 甕、 赤焼き土器が出 土している。

〈堆積層出土遠物〉

I - VI層 か らは 、 土 師器 、 須恵器 、 赤焼き土器、 灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 瓦、 土製品 、 木製品

鉄製品 、 砥石等が出土 している。

I層 （表土） には 、 近 世以降の 陶器の他 に土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器 、 瓦等がある。

II- V1層には 、 土師器杯 • 高 台付杯 • 耳皿 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高 台付杯 • 双耳杯 ・ 蓋 ・ 甕 ・ 壺

• 長頸瓶、 赤焼き土 師器杯 、 灰釉陶器 、 縁釉陶器等があり 、 この う ち 、 特に V1層 か らの出土屈

が多い 。 なお 、 各層 ごとの 特徴的な 違いは見い出 せなかった 。

土 師器杯は 、 全て ロ ク ロを使用 しており 、 内面は ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理を施 しており 、 製作

技法か らの違いが み られない 。 ロ ク ロ か らの 切り 離 し ・ 調整技法を みると 、 回転糸切り 無調整

のものが多 く 認め られ 、 他 に静止糸切り無調整のもの 、 回転ヘ ラ ケ ズり ・ 手持ちヘ ラ ケ ズ リ調

整を施 しているものがある。

須恵器杯については 、 ロク ロか らの切り離 し ・ 調整技法か ら 5 種類に分類できる。 この う ち

A 類の出土 屈が最も多 く 、ついでB類であり 、 両者が 杯全体の主流を 占 める。

A 類： 回転糸切りでロ ク ロ か ら 切り 離 し 、 無調整のもの 。

B類：回転ヘ ラ 切りでロ ク ロ か ら 切り 離 し 、 無調整のもの 。

c 類 ： 回転ヘ ラ ケ ズり調整を底部全面 か ら体部下端に かけて施 しており 、 切り 離 し 痕跡が残

らないもの 。

D 類 ： 手持ちヘ ラ ケ ズり調整を 底部全面か ら｛本部下 端 に かけて施 しており 、 切り 離 し 痕跡が

残 らないもの 。

E 類：回転ヘ ラ 切りでロ ク ロ か ら 切り 離 し た後に ナ デ調整 を 施 しているもの 。
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第21図 VI層出土遺物
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No. 層位 種 類 器形 外 面 調 整 内 面 悶 整 口径 底径 器窃 偉 考
1 V層 土師器 耳皿 ロクロナデ 底部回転糸切りのち問緑手持ヘラケズリ ヘ ラ ミ ガキ 5. 6 
2 VI層 " 杯 ,, 底部ぼ滅 ヘラミガキ•黒色処理 (ls. 9) 7. 9 6.0 
3 " ，' . .. 底部回転糸切り � (12.8) 6.4 4. 1 
4 • ，， .,. ,, 体部下端～底部回転ヘ ラ ケ ズ リ • 11.8 6. 2 4.0 黒杏「先J「一J
5 . 須恵器 杯 ，， 底部回転糸切り ロ ク ロナデ 14.4 6. 6 4.3 外体底部暴魯「秋J
6 • .. .. � • • 13.6 5. 8 4. I 凪杏文様
7 . ,., ,, ，， 底部回転ヘ ラ切り • 13.8 7. 0 3.4 外f本部磁杏r福」

8 • � � � 底部手持ヘ ラ ケ ズ リ . ( 11. 9) 6. 0 3.8 （季部口」両面屈もc「口」， ,, t, � ，' 底部回転ヘ ラ 切 り . (12. 7) 7. 2 4.3 暴野文様
10 • ,, 4 � • • 12.6 6. 8 4.2 外1本部盟苔r万」
11 "' • " ,, • . (12.6) 6. 0 4.1 外底部暴芍「 並」
12 • � • .,. • • 14.0 7.3 4. I 
13 • � & � 底部回転糸 切り ,, 13. 3 6.0 4.1  

第22図 V層 . VI層出土遺物
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W ま と め

今回の調査で検出した遠構は 、 掘立柱建物跡 4 棟、 溝跡29粂 、 土砿 6 基、 水田跡、 整地層の

他 に 多数の柱穴があ る。 これらの遺構 を検出面と重複関係から ま とめると次のよ う になる。

耐 □→S B  238→ S B  237 � 

珊 ド
I
→SB 239こS D241 I叶SK 252 

層 →SK 252→ 層 →S D  24 5· 

地 I � → SD 249→ SD 247→ SD 242→ SB 24()-+ 

山 --+SD 250- SD 243→ SK 256 一SD 244 

各遺構は 、 このよ う に整地層 を介在して複雑に重複している。 こ こ では各遺構群の年代 を 中

心 に述ぺること にする。

は じ め に 、 整地層 6 · 7 上面検出遺構 を 裂 っ ている整地層 1 - 3 の年代 に つ いて検討し、 こ

れ よ り 下層で検出 し た遺構の下限年代 を 与 え て おきたい。 整地層 1 - 3 よ り 出土した遺物は 、

土師器、 須恵器、 赤焼 き 土 器、 灰釉陶器が あ る 。 土師器杯は 、 ロ ク ロ 使用 の も ので表杉ノ入式

の範応に属するもので、 ロ ク ロ からの切 り 離し技法が回転糸切 り 無調整のものが大部分である。

須恵器杯 に お い て は 、 回転糸切り無調整のも のと回転ヘラ切り無調整のものが主流 を 占 め て い

る。 赤焼き土器は 、 多買城跡出土土器の う ち F 群土器の須恵系土器に対比できるもので、 F 群

土器に10世紀中頃の年代が与 えられて いる （註11 · 12) 。 したが っ て 、 整地層 1 - 3 の年代は 、

おおむね10世紀中頃としておきたい 。

整地層 6 · 7 上面で検出 し た遠構群 より出土した遠物から検討 し て みると 、 土師器、 須恵器

赤焼き土器、 灰釉陶器が出 土 し て お り 、 土師器杯は 、 ロ ク ロ 使用のもの で ロ ク ロ からの切り離

し技法が回転糸切 り 無調整のものが主流である。 須恵器杯にお いては 、 回転糸切り無調整のも

のと回転ヘラ 切り無調整のものが大部分 を 占 めている。 次 に10世紀前半に降灰したと 考 え られ

ている灰臼色火山灰が、 S D 245溝跡付近 に 自 然堆積 し ていることや、 S D 245溝跡の層中にプ

ロ ッ ク状 に 含 ま れる。 したがって、 整地層 6 · 7 上面で検出した遠構の年代は 、 10世紀前半と

考えておきたい 。

第珊層上面で検出したS K 257土f より出土した遠物 をみると 、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器

があり、 土師器杯は 、 整地層 6 · 7 上面で検出した遠構群から出土する ものと同 じ ロ ク ロ 使用

の も ので あ る こ とや、 赤焼き土器が出土して いる こ と よ り 、 おおむね10世紀初頭と考えておき
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た い。

南西部の第珊層上面で検 出 し た遺構群 に つ い て は、 出土遺物か ら検討す る と 、 土師器、 須恵

器、 赤焼 き 土器があ り 、 土師器杯は ロ ク ロ 使 用 の も ので、 切 り 離 し技法が回転糸切 り 無調整の

も の で あ る 。 ま た 、 灰白色火山灰がS D 243溝跡の層 中 に プロ ッ ク 状 に 含 ま れ て い る こ と よ り

10世紀前半 に は機能 し て い た と 考 え ら れ る 。

整地層 1 上面で検出 し た遺構群 に つ い て は 、 古代の土器類の他に キ セ ル が出土 し て い る こ と

よ り 、 近世以降の も の と 考 え ら れ る 。

今回の調査では、 10層に細分 さ れ る 整地層が検出 さ れた が、 こ れ は 、 本調査区が低丘陵の裾

部 か ら 低湿地に移行す る箇所に あ た る こ と や 、 地山面に起伏があ る こ と か ら 、 整地事業 を 行 い

居住地域 を広げた も の と 考 え ら れ る 。

（註）

註 1 . 宮城県多買城跡調査研究所 「第22次発掘調査」 多買城跡調査研究所次報1973(1974)

註 2. 宮城県教育委員会 「市川橋、 山王遠跡」『宮城県文化財発掘調査略報 （昭和53年度分）』

宮城県文化財調査報告密第57集 (1979)

註 3. � 「水入遺跡発掘調査報告匹」 宮城県文化財調査報告苔第8� (1982)

註 4, � 城県多賀城跡調蕊研究所 「第37次発掘調査」 多賀城跡調査研究所年報1980 (1981) 

註 5. 多賀城市教育委員会 「高崎 • 市川橋遺跡調査報告苔」 多賀城市文化財調査報告密第 3 集 (1982)

註 6 .

註 7.

，, 

.. 
註 8. 註 7 に同じ

「市川橋遺跡調査報告僭」 多賀城市文化財調査報告書第 4 集 (1983)

「市川橋遺跡調査報告密」 多費城市文化財調査報告害第 5 暴 (1984)

註 9. 多賀城市教育委員会 「市川橋遺跡一昭和59年度発掘調査報告書ー」多賀城市文化財調査報告書第 8 集(1985)

註10. ,, 「市川椋遺跡一昭和61年度発掘調査報告苔ー」多賀城市文化財調査報告書第13集(1987)

註11. 白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」r研究紀要\flJ 宮城県多賀城跡調査研究所 (1981)

註12. 宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡 ・ 政庁跡本文編」 (1982) 

（引用 ・ 参考文献）

1.  多賀城市教育委員会 「館前遺跡ー昭和54年度発掘調査報告ー」 多賀城市文化財調査報告匹第 1 集 (1980)

2. 田中則和他 「山口遺跡 II」 仙台市文化財調査報告密第61集 (1984)

3 .  吉
・
岡恭平他 「高速鉄道関係遺跡調査概報V」 仙台市文化財調査報告窓第89集 (1986)

4.  八賀 晋 「古代における水田開発ーそ の土譲的環鋭ー」 『 日本史研究96』 (1968)



図 版 1
遺 構 全 景

（東か ら）

図 版 2
遺 構 全 景

（西から）

図 版 3
水田跡検出状況

（西から）
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図 版 7
地山上面全景

（東から）

図 版 8
SK 2 5 7土拡

（西から）

図 版 9
整地層10遺物

出土状況
（北から）



図版10 出土遺物 （須恵器杯）
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1-3 . 須恵器 杯 12. 須恵器 鉢
4-9 . 土師器 杯 13. 須恵器 布台付杯

10 · 11 .  須恵器 双耳杯

図版11 出 土 遺 物
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18 

15 16 

1- 8 . 須恵器 杯
9 · 10. 土師器 杯

11ー15. 須恵沿 杯
16. 土師器 杯

17-23. 須恵器 杯

図版12 出 土 遺 物
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1 · 2 . 須恵器 長頸瓶
3 .  須恵器 長顆瓶（注口付）

4 · 5 .  須恵器 甕
6 .  須恵器 甑

7 - 9 .  土師器 甕
10 · 11 .  平瓦 刻印咆山

12 12. 軒丸瓦

図版13 出 土 遺 物
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... 1 4  

15 

1.  縁釉陶器 椀 5 .  平瓦 転用硯 12 · 13. 土 錘
2.  灰釉陶器 注口部 6 .  風字琥 14. キ セ ル
3 .  灰釉陶器 椀 7 - 9 . 土製カ マ ド 15. 鉄製品 不明
4. 灰釉陶器 破片 10 · 11 .  漆付箸土師器 杯 16. 鉄製品 釘

図版'4 出 土 遺 物
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市 川 橋遺跡 第 9 次 調 査

I 調 査 に 至 る 経緯

本調査 につい ては 、 平成元年3月 に地権者か ら宅地造成 工事の計 画が 提示 され た た め 、 その

内容等につ い て協議を行 っ た 。 当該地は 、 昭和59年度に調査を 実施 し た第5次調査区の北側水

田部 に隣接 し 、 ま た 、 本年度調査を 実施し た第7次調査 区の 西側 に位 置する。 その際 に多屈の

遺物を含む整地層 や掘 立柱建物跡 • 一 本 柱列跡 ・ 井戸跡 ・ 溝跡 ・水田跡等が発見されており 、

当該地 においても同様な遺構の 存 在が 考 え られ た（註1) 。

この た め 、 地権者 に対し調査の協力を依頼し 、 平 成元年9月 に発掘調査の承諾 雹の提出を

受け 、 9 月 18日か ら調査 を 実施i し た 。

Il 調 査 方 法 と 経過

今回の発掘調査は 、 調査区の 南 側 に隣接する 第5 次調査において発見 され た遺構の延びな ど

を考慮 し 、 ま た 、 調査予定地が水田で あるため 、 水田の地形にそって調査区を設定 し た 。 調査

対 象面積は 、 10 20面 でその 内の 480 rrfについて調査を 実施し た 。

wi10 
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原点 l
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第 1 図 調査区設定図
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調査は 、 平成元年 9 月18 日 より開始 し たが 、 調査区が 耕作されていたた め 、 水貫き用の排水

溝を兼ね た土層観察用のト レ ン チを設け た。 また 、 重機での表土剥離作業を行 う ことができな

い た め 、 手掘りで表土 倒離作業を行っ た。 調査区内を一 辺 3 mの グリ ットで区画し 、 南 北を ア

ル フ ァ ベット 、 東西を ア ラ ビ ア 数 字で 示した 。 遠物の取り上 げにはこれを用いた 。 表土剥離 を

10 月 9日 に掘り 終 え 、 第lI層の掘り込みを行 う 。 第皿層上 面及び整地 層上面での遺構検出作業

を開始するが 、 遺構は検出できなかっ た 。 第m層の掘り込みを行い 、 並行しながら実測図 作 成

の た め 、 原点1 (X : -18 9 1 69.973、 Y : 13, 966.367) と原点2 (X : -18 9 ,  164. 0 35 、 Y

: 13, 997.331) を基準と し 、 遣り方を設定する。 10 月27日に整地 層上面での全景写真撮影を行

う 。 調査区西側の整地 層の掘り込みを行い 、 その際に土 層観察用に 「十」 字に ベ ル トを残 し た 。

地 山面での遺構検出 作 業 を行い 、 溝跡・ ピット等を検出 し 、 遺構の掘り込み調査を行 う 。 11月

30 日 に調査区西側の全景写真を撮影する。 調査区に東側においては 、 整地層D上面での遺構検

出 作 業を行い 、 溝跡・柱穴等 を検出し 、 遺構の掘り込み調査を行 う 。 ま た 、 調査区の東南 部に

おいては 、 整地 層B·Cの掘り込みを行い 、 地 山面で溝跡 を検出する。 12月19日 に 調査区東側

の全景写真を撮影し 、 1 2月25日には 、 柱穴の断ち割りを行い調査を終 了 し た 。

m 調査成果

＜基本層位＞
第 I 層 現在の水田 耕作土 （表土 ） で 灰色の粘土 質か らなる。 層厚は 、 10- ZOcm を 計る。

第 1I 層 暗灰黄色の粘 土層である。 層厚は 、 5-10 cm を 計り 、 調 査 区の 南 東部 に堆積す る 。

酸化 鉄 ・ マン ガン 粒を多紐に含む 。

第 直 層 黒褐色の粘土 層である。 層厚は 、 5-15cm を 計る。 整地 層の 窪地に堆積し 、 特 に S

D 2 63 · 264溝跡の上 層に厚 く 堆積している。 層 中には 、 炭化物や焼土を わずかに 含む。

第V層 暗 灰黄色の粘土 層で 、 調査区の南東部に堆積する。 層厚は 、 5- 30 cm を 計り 、 下面

は起伏がある。 層中には 、 わ ずかに炭化物を含む。

第V層 暗 オ リープ灰色の粘土層で 、 調査区の南東部に堆積する。 層厚は 、 5-20cmを計る。

層 中には 、 黒褐色粘土をプロッ ク状に含む 。 また 、 下部 には地 山が プ ロ ッ ク状に含まれる。

第w層 黒褐色の粘土層で 、 調査 区の 南 西部 に堆積する。 層厚は 、 5-30cmを計り 、 南 に ゆ

くに従って厚さ を 増す 。

＜発見遺構 と 遺物＞
今回の 調査で検出した遠構は 、 掘立柱建物跡 5 棟、 土坑1基、 溝跡57条 、 整地 層 、 多数の柱

穴である。



整地層b 整地層A①

竪地層 A ③ 工層 ゥ 層

·4 ‘ 
SB 258P 3 

遺構名 層位 土 色 ． 土 性 そ の 他 .ift構名 層位 土 色 土 性 そ の 他 遺構名 層位 土 色 土 性 そ の 他
整地層a (D JOYR½ 灰黄褐色土 枯土質シルト 仄白色火山灰をプロ ック状に含む ® 2.SY½ 暗灰黄色土 枯 土 焼土粒・炭化物粒を含み、地山をプロック状に含む コ 遠 構 ① JOY RX 黒褐色土 粘 土 地山をプロッ ク状を含む

々 © 2.5Y½ 暗仄黄色土 砂 貨シルト マンガン粒・焼土粒を含む S B258P 3 ① lOY R ½  仄黄褐色土 砂 質シルト 炭化物粒を含む サ 遠 構 ① JOY R }{ 灰黄褐色土 枯士質シルト 炭化物粒を含む
・ ® !OY R½ 灰黄褐色土 叫シルト マンガン·灰化椒立恨土粒絵紙白色は鳩格部餅りに含む @ lOY R ½  仄黄褐色土 砂 質シルト 地山をプロッ ク状に含み、 小石も含む ② lOY R ½  灰黄褐色土 枯 土 炭化物粒焼土粒を含み、 地山をプロック状に多く含む

整 地 層 b 2.SY½ 暗灰黄色土 砂 質シルト 炭化物粒 ・ 焼土粒を含む @ JOY R ½  灰黄褐色土 砂 質シルト 炭化物粒を含む シ 遺 構 ① IOY R ½  仄黄褐色土 粘 土 地山をプロ ッ ク状に多〈含む
整地層A(j) 2.Y½ 暗灰黄色土 砂 質シルト 炭化物粒 • 焼土粒を多 く含む ④ IOY R ½  灰黄褐色土 帖 土 炭化物粒を含み、 地山をプロ ッ ク 状に含む ス 遠 構 ① JOYR½ 灰黄褐色土 砂 質シルト 炭化物粒マ ンガン粒を含み、 地山をプロ ック状に含む

• ® 2.5Y片 暗灰黄色土 砂 質シルト 炭化物粒 •焼土粒をわずかに含む S D 2 6 3  ① 2.SY½ 暗灰黄色土 帖 土 炭化物粒・マン ガン粒を含み、地山をプロッ ク状に含む 七 遠 構 ① IOY R ½  灰黄褐色土 砂 質シルト 焼土を含む
竪地層B① 2 5Y½ 暗灰黄色土 砂 炭化物粒 ・ マ ン ガン粒を含み、 黄色土粒を多量に含む S D 2 6 5  ① IOYR½ 灰黄褐色土 シルト 仄白色火山を層状に含み、 炭化物粒を含む ② IOY R ½  灰黄褐色土 帖 土 地山をプロッ ク状に少し含む
整 地 層 D 2.SYメ 暗仄黄色土 砂 質シルト 炭化物粒 ・ マ ン ガン粒を含み、 地山をプロッ ク状に含む SD 2 7 O ① IOY R ½  灰黄褐色土 枯土質シルト 砂状を含む ③ JOY RJ{ 黒色土 粘 土 地山をプロッ ク状に含む
S B  258P I ① IOY R½ 灰黄褐色土 枯土質シルト 炭化物粒・マン ガン粒を含み、 地山をプロック状に含む オ 遺 楕 ' (j) JOY R メ 灰黄褐色土 帖 土 地山をプロッ ク状に含む ④ JOY R ;{ 黒色土 粘 土 地山をプロッ ク状に含む
S B  258P 2 ① 2.SYメ 暗灰黄色土 シルト 炭化物粒 ・焼土粒・ 黄色土状を含む 力 遺 構 ① IOY R 片 灰黄褐色土 艇質シルト 炭化物粒を含む ア 層 2.SY½ 暗灰黄色土 砂質シルト 炭化物粒・焼土を含み、 地tlJをプロック状に含む

② lOY R½ 灰黄褐色土 帖 士 炭化物粒を含み、地山をプロッ ク状に含む、柱が残る (?) JOY R½ 灰黄褐色土 帖 土 地山をプロ ック状に多く含む イ 層 2 SY j{ 黒褐色土 帖 土 炭化物粒を含み、 地山をプロック状に多く含む
③ 2.SY½ にぶい黄色土 シルト 暗灰黄色枯士を含む キ 遺 構 ① 2.SY片 暗灰黄色土 帖シルト 炭化物粒•焼土粒を含み、地山をプロッ ク状に含む ウ 層 JOY Rメ 灰黄褐色土 砂 質シルト 炭化物を層状に含む
④ 2.SYメ 暗黄色土 砂 炭化物粒 ・ 焼土粒を含む ク 遺 構 ① lOY R K 黒褐色土 帖 土 炭化物粒を含み、 地山をプロ ック状に多く含む 工 層 2.SY }f 暗灰黄色土 帖シルト 地山をプロ ッ ク 状に含む
⑥ 2.SY½ Iふ1漢色t 砂 暗黄色枯土 ・地山をプロッ ク状に含む ケ 遺 構 ① IOYR.l< 黒褐色土 粒 土

・ 地山をプロッ ク状に含む

整地層 B ①

゜ 3 m  

． 遠構名 層位 土 色 土 性 そ の 他 遺構名 層位 土 色 土 性 そ の 他 遺構名 層位 土 色 土 性 そ の 他
SD 2 7 3  I lOYR½ 圧黄褐色土 枯 土 酸化鉄を多量に含む ③ 7.SY½ 灰オリーオ 帖 土 植物遺体を含む テ 層

② 2.SYメ 暗灰黄色土 枯 士 酸化鉄を含む SD 3 1 8 ① IOYR¼ 褐灰色土 枯 土 地山をプロック状に多く含む 卜 層
③ JOY Rメ 灰黄褐色土 粘 土 地山粒を含む ネ 遺 構 ① IOY R ½  黒褐色土 帖 土 炭化物粒 ・ 焼土粒を少し含む ナ 層
④ 2.SY½ 黄灰色土 枯 土 地山をプロッ

・
ク状に多く含む ② IOY R ½  灰黄褐色土 帖 土 炭化物粒 ・ 焼土粒を多く含む 二 洛

S D 2 7 6  ① IOYR½ 仄黄褐色土 粘 土 地山をプヨッ ク状に含む ③ lOYR½ 灰貿褐色土 枯 土 炭化物粒を少し含み、 地山をプロッ ク状に含む
ヌ 遺 構 ① lOY Rメ 仄黄褐色土 帖土質シルト 酸化鉄 · 炭化物粒 ・ 焼土粒を含む ノ 遺 構 ① IOYR½ 灰黄褐色土 枯 土 炭化物粒·焼土粒を含み、 地山をプロック状に多く含む そ の

② 2.SY½ 暗灰黄色士 粘 土 地山を層状に多く含む 整地層B@ Z.5Y½ 暗灰黄色土 艇質シル ト 黄色土粒を少し含み、 炭化物粒 ・ 焼土粒を含む 現近
在世の

ー水近
田
代にかけ ての水田跡S 0 2 8 6  ① 2.SY½ 暗灰貨色土 枯 土 炭化物粒・焼土を含み、 地山をプロック状に少し含む ソ 層 2.SY½ 藉灰黄色土 砂 炭化物粒 ・焼土粒を含む

SD 3 1 4  ① 2.SY¼ 黄圧色土 帖 土' 炭化物粒を多く含み、 地山をプロック状に多く含む 夕 層 IOY Rメ 灰黄褐色土 シルト 炭化物粒 ・焼土粒 ・ 地山粒を少し含む
SD 3 1  5 ① 2.SY½ 黒褐色土 帖 土 地山をプロック状に含む チ 層 lOYR½ 灰黄褐色土 帖 土 炭化物粒·燒土粒を含み、 地山をプロ ック状に多く含む I I V 1 2.SGYM籍オリー 19i.色土1 枯 土 l 古代の水田跡

ID 2.5Y片 暗灰黄色土 粘 土 灰 オ リ ープ色帖土をプロッ ク状に含む ツ 層 IOY R '  褐灰色土 帖 土 炭化物粒を多〈含み、 地山をプロック状に多〈含む

第 2 図 北壁 • 東西べJり ト セ ク シ ョ ン図
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( 1 )整地層

整地層は 、 調査区の全域で検出され、 9 層に細分化される。

整地層 1 は、 D - F  -09 · 10 グ リ ッ ト 付近 に お い て検 出 された。 暗灰黄色の粘土質 シ ル ト 層

である。 層厚は 、 10-2 5cmを計る。 層 中 に は 、 マ ン ガン粒 • 炭化物や焼土を含む。

整地層 2は 、 A -F -06-10グリ ッ ト 付近 に お いて検出された。 灰黄褐色の シ ル ト 層である。

層厚は 、 10-35cmを計る。 層 中 には 、 炭化物 ・ 焼土や黄褐色土を小プロ ッ ク状に含み 、 さらに

灰白色火山灰を粒状 に 含んでい る 。

整地層 a は 、 A -F -01-07 グ リ ッ ト 付近 に お いて検出された。 灰黄褐色の粘土質 シ ル ト 層

� 

� つ
1 

� 

,,,,,, ,,1 

,,, ,., , .. 

゜
No 種 類 輝 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 径 器 品 備

l 土師器 耳皿 口 ク ロ ナ デ、 黒色処理、 底部回転糸 切 り ヘラミガキ ・ 黒色処理 ( 8.8) ( 5.6) • 甑 ，，， 手持ヘ ラ ケ ズ り ロクロナデ 19.4 無底
3 須患呂 杯 ,, 底部回転糸切り ，， (12.2) 5.9 3.8 油煙痕
4 々 ,, ,, ,, ，， (IO.SJ ( 6.4) 4.2 

• ,, ，，， ,, <- (12.8) 6.0 3.8 
6 4 ,, .. 底部回転ヘ ラ 切 り .. 6.4 
7 * 瓶 .,. 回転ヘ ラ ケ ズ り .,. 8.4 
8 平 瓦 凹面 布 目 、 糸 切 り 痕 凸面格子叩き

第 3 図 整地層2 出土遺物
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である。 層厚は 、 10- 30cmを計る。 層中には 、 マンガン粒・炭化物 や焼土を多屈に含み 、 さ ら

に上層には 、 灰 白色火山 灰がプロック状に多 く含まれる。

整地層 bは 、 調査区の南 西部において検出された 。 灰黄褐色の シ ル ト層である。 層厚は 、 5

-15cmを計る。 部分的に黄色土をプロック状に含み 、 さ らに炭化物や焼土を含む。

整地層Aは 、 A -D -0 7 ·0 8 グ リッ ト 付近 にお いて検出 され た 。 暗灰黄色の砂質 シル ト層で

ー
゜ 10cm 

゜ 15cm 

No 種 類 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 径 器 品 備
1 9i積髯呂 瓶 ロクロナデ、 体部下半～庭部回転ヘラケズり ロ ク ロ ナ デ (11.3) 
2 土師召 甕 "' ,,. (12.8) 
3 須恵器 壺 ，， .. ( 5.5) 
4 • 甕 ，， 手持ヘ ラ ケ ズ り .. ナ デ 21.4 口～頚部完形
5 • 壺 ロクロナデ ロ ク ロ ナデ 16.2 
6 • 甕 平行叩き 、 ｛本部下端～底部刷毛 目 指 ナ デ (14.8) 
7 土師器 甑 ロクロナデ ロクロナデ、 部分的にヘラナデ (18.2) 把手 ・ 鍔付
8 • ,,. ，， 手持ヘ ラ ケ ズ り ヘラナデ、 ロ ク ロナデ (18.1) ，， 

第4図 整地層 a 層出土遺物
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⑦ 
゜ 5 cm 

0 0 
I I 

第 5 図 整地層 a 出土 （土錘）

ある 。 層厚は 、 10- 2 0 cmを計る。 層

中には 、 炭化物や焼土を含み 、 また

マ ン ガ ン 粒を多菰に含む 。

整地層Bは 、 A -F -0 7·0 8グリ

ッ ト 付近 において検出された 。 灰黄

褐 色の粘土質シ ル ト層 である 。 層厚

は 、 5 -2 0cmを計る 。 層中には 、 黄

色土の 粒子を多飛に含む。 さらに炭

化物やマン ガン粒を含む。

整地層Cは 、 C -F -0 6- 0 9 グ リ

ット 付近において検出された 。 褐 灰

色の粘土質層 である。 層厚は 、 10-

2 0cmを計る 。 層中には 、 炭化物や焼

土 を含む。

整地層D は 、 A -0 -0 8 -1 0グリ

ッ ト 付近にお いて検出 された 。 黄褐

色の シル ト質層 である 。 層 匝は 、 15

-2 5cmを計る 。 層中には 、 黄 色土 （

地 山 ） を プロ ック状に多屈に含み 、

さ らに炭化物 ・ 焼土を含む。

整地層Eは 、 D -F -08 -10グリ ッ ト 付近 にお いて検出された 。 灰黄褐 色で上層は砂質 シル

ジ＼

了
j

゜ 5 cm  

第6 図 整地層b 出 土金属整品 （跨帯）

゜
第 7 図 整地層A 出土 （丸瓦）

ト 、 下層は粘土質 である。 層厚は 、 10 -30 crnを 計る。 層中には 、 黄 色土 （地山 ） を プロ ッ ク状

に含み 、 さらに炭化物 ・ 焼土 ・ 酸化 鉄を含む 。

41 
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No 層 位 種 類
1 七イチ層A 須恵器
2 々 ． 
3 � 土師器
4 ,, ． 
5 七イチ,e ケ

6 ,, ． 
7 ，， • 
8 <- ． ， .. ,, 
10 .. • 
11 .. 須恵器
12 々 々

,, -一— ., - -, 
ヽ — ---. • --, 

2 

-
--

• • —• 一
11 

々</I//1 1 / / (1/1 //"11、/II /t/1 /,f/ 

I.I:/ I fJ!'t喜；�rift/,/,/1 

輝 外 面 調 整 内 面 製 整
杯 ロクロナデ、 底部回転糸切 り ロ ク ロナデ
,, ，， 底部下端～底部手持ヘラケズリ ,, 
� "' 底部回転糸切 り ヘラ ミ ガキ · 黒色処理

甕 ,, ロ ク ロナデ
小皿 ，， 底部回転糸切 り ヘラ ミ ガキ • 黒色処理
杯 ，， ，' ，， 
� ，， ,, ，， 
� ,, 1本部下端～底郁手持ヘ ラケズリ ，' . � 底部回転糸切り ，，， 

� 々 底部回転糸切り岱爵文詈テ差呼同紐 ,, 
,, ,,. 底部回転ヘ ラ 切 り <-

甕 .. 平行叩き ロ ク ロナデ

第8図 整地層A · B 出土遺物

10cm 

12 

口 径 底 径 器 高 錨 考
(13.2) 5.5 4.5 
(13.6) 6.6 3.7 
03.4) 7.2 4.2 
(19.8) 
( 9.5) ( 5.4) 1.8 
(14.0) ( 5.2) 5.1 
(14.3) 6.0 5.1 付将物
(13.5) 7.2 4.1 
12.7 6.0 4.3 付着物
(17.8) ( 7.8) 6.3 
(13.4) ( 8.4) 4.1 

(22.6) 



゜ 10cm 
__ \\\\\\ \\\\\\\\\\\\� 四

層疹
各 f畠“ 三

―
-

7 8 

I I I I I I 苧
No 層 位 種 類 器 形 外 面 調 整三師器 杯 ロクロナデ、 底部回転糸 切 り
2 .,. ,, 甕 ロクロナデ、 i本部下半～底部手持ヘラケズリ
3 .,. 須恵器 長類瓶 ロクロナデ

内 面 調 整
ヘラ ミ ガキ ・ 黒色処理

ヶ

ロクロナデ

備 考

n. 渭�可鱈亨竺二

：第9図 整地層C • D 出土遺物

7.5 I 3.7 
( 8.4) 10.8 

9. _6 _ ] JもJ_

( 5.4) I 3.8 

43 



｛
 

一一
/

 /

、｀ヽ

／
 

ヽヽ

‘、＇
 

ヽヽ

／
 ／

ヽヽ

ノ

ヽ

／
 

ヽ

ー

ヽ

ーー
I

\

 

I

ヽ
ー
｀

 

ー

I

ー
1

/
9,
19
1

 

゜ 10cm 

ー
ー

/5 

‘ヽ

ー

， 

―­ / 

i 
｀｀ 

No 樋 類 臼 形 外 dlJ 調 整 内 面 調 望 口 径 底径 西高 饂 考
I 須恵召 双耳杯 口クロナデ、回転へ9ケズリ、耳部手持ヘラケズり 0 ク ロ ナ デ (1

(l 
0.2) 5.1 5.0 

2 ． 高台付杯 0クロナデ . 1.2) 6.6 5.0 
3 ． !'I' ． 庇郎回転糸切り ． (14.l) 6,6 4 .6 
4 ． ． カ ． ． (13.3) 6.0 3.7 
s 今 ． ． 令 ． (13.3) 5.6 3.8 
6 ． ． 令 ， ． 13.S 6.4 4 .0 外体郎墨0 r口」

7 ． ． ． ． ． (13.9) 6.4 3 8 
8 令 ． 参 底部回転へ9 切 り ． (13.4) (6.4) 3.8 ， ． ． ． ． ． (12.8) 6.6 3.5 内麻部に鉛付芍
10 土靡泊 ． 0クロナデJ本部下蟷～底部回転へ う ケ ズ リ ヘラ ミ ガキ • 黒色処理 (12.6) (7.4) 3.7 
1 1  尋• ． ． 体部下半～底部 ． ． 12.8 6.2 3.4 外体庇部に凪惰 ＂わ
12 ● ． ． 1本部下蟷～騒部手1、9ヘラケズリ ． (13.6) 6.6 4.1 
13 . ． . ． ． (13.4) 6.9 5.0 外体底部に屈密 rチJ＂ ． 聾 ロクロナデ、 底郎回転糸切 り ロ ク ロ ナデ (16.7) 8.3 13.4 
15 *製品 曲物董板 征Bf.'! 外径 ()7.6)an 内往 ll5.4)cn, 厚 さO.San 周訟のLV. さ0.2... 

第1.r..図 整地層E 出土遺物
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第1 1 図

1 .  軒丸瓦

整 地層 E 出土 軒丸瓦

. . 
3. f尊 @6 

4- 6土錘

。
』 I "'I""" I 

lOr 

第12 図 整地層出土

(2) 掘 立柱建物跡

5B 258建物跡 調査区 北東部の整地層 D 上面で検出 した 南 北2間 、 東西2間以上の 建物跡

で 、 西側 柱列は S D 3 1 5 溝跡と 重複関係があるた め不明である。 重複関係 より 、 S B 259 建物

跡 より 新し い 。 建物の方 向は東側柱列で みると 北で 約4 度西に 偏 し て いる。 柱間につい て みる

と 、 北 側 柱列で東より2. 46m 、 2.30 m を計り 、 総長につい ては 不明である。 東側柱列では 、 柱

痕跡の ないものもあるが 、 北 より 2. 38 m 、 2.42mで 、 総長4.80 mを計る。 柱穴は 、 隅丸方形を

呈するものと 楕 円形を 呈するものとがあり 、 規模も40 X44cm 、 32X28cmのもの な どがあり 様 々

である。 柱痕跡 は 径約16cmである。 掘り方埋土は 、 灰 黄褐色シ ル トを主体と している。 遺物は 、

土 師器杯 ・ 甕 ・ 小型甕、 須恵器杯 ・ 甕、 丸瓦が出土し ている。
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゜
し――

二
゜ 10cm 

疇，1. 杯 底部回転ヘ ラ ケ ズ り 11: 杯 不 明
2-7 杯 底部手持ヘ ラ ケ ズ り 18. 耳皿 底部 ロ ク ロ ナ デ
8 · 9. 杯 底部回転糸切 り の ち手持ヘ ラ ケ ズ り 19. 耳皿 底部回転糸切り
10. 杯 底部回転糸 切 り 周緑一部手持ヘ ラ ケ ズ り 20. 甕 底部手持ヘ ラ ケ ズ リ
11-16. 杯 底部回転糸 切 り

第13図 整地層出土遺物 （土師器）
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19 

゜ 10cm 

＆ H 類 呂形 鑽 考 No 種 類 西形 鑓＇ 考
l 紐稚陶召 段皿 II 須 恵 臼 杯 回転糸切り
2 灰釉陶呂 椀 12 . 令 回転糸切り
3 令 皿 13 み ふ4 赤焼 き土召 杯 14 . 
5 . ． 15 々 暉瓶
6 須 思 召 杯 回転糸切 り ・ 外胚部属芍 「 生」 16 ， 壺 外体部ヘラ描 き r井」

7 . 令 固転糸切り 17 ． 令

8 令 令 . 18 . 令， ． ． 令 19 ． 甕
10 ． ． ． 

第 14 図 整 地 層 出 土
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S8 259建物跡 調査 区東側 の整地層 D 上面 で南北 2 間 、 東西 2 間を検出しているが 、 おそ ら

く東側 の調査区 外に延びる 建物跡 である 。 S B 258 建跡 、 S D 2 9 9 溝跡と 重複関係があり 、 こ

れ らより 古い 。 建物 の方 向は西側 柱列でみると北 で約 2 度西に偏している 。 柱間は 、 柱痕跡 の

ないも のもある が 、 南 側 柱列で西より 1 . 6mを計り西側柱列では 、 北より1. 98 m 、 2.10 m で、

総長4.0 8 mを計る 。 柱穴は 、 惰円形を 呈するも のと 不整形を 呈する も の とがあり 、 規模は 前者

のも ので41X 44cm である 。 柱痕跡は 径約1 6cm である 。 遺物は 、 土 師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵

器杯 ・ 甕 、 平瓦の他に 円盤状 土製品が出土 している 。

三ぞ：晶：し東：：て:
の整

:
:

←=二
==

□了万こ （壺）

B 25 9 · 2 61 建物跡と 重複関係がある

が 、 直接の切り 合いが ない た め新旧関

係は 不明である 。 建物 の方向は ほぼ発

掘 基準線と 一致する 。 柱間は柱痕跡が

不明なも のがある が 、 北 側 柱列でおよ

そ1. 40 m 、 西側柱列で北 側 か らおよそ

1 .1 4m 、 1 . 92m を計る 。 柱穴は 隅丸方

形 のも のと 楕 円形を呈するも のがあり

規模も 35X 32cm、 42X 48cm のも のな ど

があり 様 々 である 。 柱痕跡は径約15cm

pit61 
f-2.700 

pit64 
—| ← 2.700 

pi t93 pi t94 
一I f-2. 700 --j I- 2. 700 

゜ Im 

ミ2. 灰釉陶器 （耳皿）

第16図 S B  260建物跡出土

pi t99 
-! l--2. 700 

0 5 cm 
I I I I I I 

ー4

遠 構 No 土 色 備 考 遺 構 No 土 色 備 考
pit 61 1 JOY R }f 褐 仄 色 帖土 地山土粒・炭化物粒を含む 3 J .SY メ 暗仄黄色 枯山プロ ッ ク を 多量に含む

2 lOYR½ 灰黄褐色 帖土 地山プロック・炭化物粒を含む 4 2.5Y¾ 黄 褐 色 シルト 黄灰色土を含む
pit64 

唇
(1 lOY R メ 灰黄褐色 帖土地山プロック•炭It物を多く含む 58258oi t 94 ① 2.SY U 褐 灰 色 ＂土 地..,山,.m....を.少.. し 含今み,.． 拿 た、

IOY R½ 灰黄褐色 煉
帖
砧土
土

位庫

地
を'"
山

h土
プ
ずu

ロ
かを
ッ
に合/.tみ

(,
•• 以ft藷t,l• ② !OYR ½  灰貿褐色 “土慮虞山

ft掬を9..,.え.. ・ 煉・ッ ±9状
Ii

にを含多むく' 
IOY R½ 仄黄褐色 クを多Jitに含む SB261pi t 99 I JOYR½ 仄黄褐色 帖土 "'

!t!
"'
U

色
ic

火
�

山
<:

仄を多く含み． 次9ヒ

pit 93 1 lOY R½ 灰黄褐色 枯土 炭化物粒を含む 2 lOY R ½  仄黄褐色 帖土地山土粒· 炭化物粒を含む
2 IOYR½ !Ji黄褐色 ＂土 地-'ヽ"·-プ-o ,

-
,

�
ク

-
を 多 く Sみ． 3 JOY R ½  仄黄褐色 帖土

第17図 柱穴セ ク シ ョ ン図
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を計る。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 • 甑 、 須恵器杯 ・ 甕 · 壺 、 灰釉陶器耳皿、 平瓦 ・ 丸瓦が出土 し

ている。

SB 261建物跡 調査区東側の整地層D 上面で南北2間 、 東西2間を検出しているが、 お そ

ら く 東側の調査区外に延びる建物跡である。 S B 2 59 · 2 60 建物跡と重複関係があるが、 新 旧

関係は不明であ る 。 建物の方向は西側柱列でみると北で東へ約 2 8.度 偏 し ている。 柱間は柱痕跡

が不明な ものがあるが、 西側柱列で北側 よ り お よ そ 1. 40m 、 1. 75m を計り 、 南側柱列では西側

よ り お よ そ 1. 28m 、 1. 30m を計る。 柱穴は 、 惰円形を呈 し 、 規模は34X42 cmである。 柱痕跡は

径約13cmを計る。 掘り 方埋土は灰黄褐色を主体と し ている。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯

が出土 し て いる。

S8262建物跡 調査区西側の地山上面で検出 し た東西 2 間 、 南北 3 間の南北棟の建物跡で

ある。 S D 2 73 溝跡と重複関係があり 、 こ れ よ り も 新 し い。 建物の方向はほぼ発掘碁準線 と 一

致する。 柱間については柱痕跡が不明であるが、 西側柱列で北側 よ り お よ そ1. 92m 、 1. 34m 、

1. 88m を計り 、 総長は 5. 14m である。 北側柱列では西側 よ り お よ そ1. 60m 、 1. 64m を計り 、 総

＇一·

. . ― •  
• 一

7 

゜ 10cm 

No 遺 揖 種類 召形 外 面 詞 整 内面綱整 口径 底径 母高 償

l pit55 土師臼 杯 ロクロナデ・ 底部回転糸切り ヘラ ミガキ ・ 黒色処理 14.l 6.0 4.6 底部ヘラ 描 き rメ 」.. ． 令 ロ ク ロ ナ デ ・ 手持ヘラズ リ ・ 底部回転糸切り ,, :3.5 6.5 4.6 完形に近い
3 ． ． ． 底部回転糸切り術

手
訂

ち
燐
ヘ:フtliケズ躙リi!l 令 13.7 6.0 3.9 ほ1£完形

4 pit57 掘り方 � ． ． 底部回転糸切り . 15.3 5.7 5.1 
5 p it59 • ． ． . ． . 13.3 7.3 4.9 
6 pit86 令 ． . ． . 々 (13.0) 6,7 4.1 
7 I oit90 ． 須恵召 令 令 令 ロクロ ナデ (14.0) 6.0 4.3 

第18図 柱穴出土遺物
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長は3.30m であ る。 柱穴は、 隅丸方形 を呈す る も の
る 。

逗20X20cmの も のや3ox20叩の も の があ り 様々
と楕円形 を呈す

であ る
る も の と があ り

o 遺物は
、 規模は、

(3) 溝 跡
S0 263溝跡 調査区のほ ぼ中央で検出 し

、 土師器杯 · 甕が出土 し て い

A · B 上面、 西側で地山這であ る 。
た 西北に走 る溝跡 であ る。 検出面Iょり も 新 し し ) 0 確認で き

S D 265 ・ 287る 長 さは約16m で
· 309 溝跡 と

東側で整地層
、 上幅270--380cm

重複関係があ り 、 こ れ ら ょ色粘土 と黒褐色粘土の 2 層に分け 、 深 さ約35叩 を 計る
暉 斐 · 長頚瓶、 赤焼き土器杯、

ら
平
れ

瓦

る
：

遺物は、 土師器杯 · 高台付杯
o 埋土は灰黄褐

丸瓦の他 に土製カ マ
· 甕、 須恵器杯 ． 高台ドが出土 し て い る o ま た 、 溝跡

W07 W06 W05 W04 
I I I 

「 「オ 「
一

.,,J 

1 

第19図 遺構配置図2
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の南 側 より 牛の骨が出 土 し ている 。

S0 264溝跡 調査区東側 で、 整地層 B 上

面 で検出した 斜め に走る 溝跡 で、 西側 では 、

S D  2 63 溝跡と接続する 。 S D2 65 溝跡と重

複関係があり 、 これよりも 新 し い 。 長さは約

12 . 5 n: で、 上幅120- 180cm 、 深さ 約3 5cmを計

る 。 埋土！よ 、 褐 灰色 粘土と黒褐色 粘土の2 層

に分け られる 。 遺物は 、 土師器杯 • 高 台付杯

• 甕 、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 壺、 灰釉陶器 、 平 瓦 ・

1-2. 700 —| 

o
t

 

ーーm 

No 土 色 編 考

; I !�:tば:�(51 :!!: 焼酸名は隣:·
酸化鉄、 マ ン ガ ン 9立 を 含 む

第20図 S 0 264溝跡セ ク シ ョ ン図

丸瓦の他 に 円盤状土製品や土製 カ マ ドが出 土し ている 。

5D 265溝跡 S D  2 63 溝跡 の東側 、 整地層A · 8 上面 で検出 し た 南北 に走る 溝跡 である 。

S D  2 63 · 2 64溝跡と 重複関係があり 、 これ ら よりも古い 。 確認できる長さは約16m で、 幅につ

い ては 、 S D2 63溝跡 に壊され ている た め不明 である 。 深さは約20cmを計る 。 埋土は 、 暗 灰黄色

シ ルトを基調と し 、 層中 には灰白色火 山 灰が層状に堆租 し ている 。 遺物は 、 土師器杯 • 高 台付

杯・甕 、 須恵器杯 ・ 甕 •長頸瓶、 赤焼き 土器杯 • 高 台付杯、 灰釉陶器杯、 平瓦 ・ 丸瓦の他 に円

盤状土製品や土製 カ マ ドが出土している 。

5D 273溝跡 調査区西側 の第W層上面 ・ 地 山上面 で検出 した東西に走る 溝跡で、 東側 で南へ

ほぼ直角 に屈曲 し 、 S D2 75 溝跡に接続する 。

重複関係 につい てみると S B2 62 建物跡 、 S

D 2 6 9. ·2 71溝跡 より 古く 、 S D2 72 溝跡 より

新し い 。 長さは東西方 向 で約5. 5 m 、 南北方 向

では約4. 5 m 、 上幅5 5-120 cm 、 深さ 約3 5cmを計

る 。 埋土は4·層 に分け られるが 、いずれも灰黄褐

色を主体と し ている 。 追物は 、 土師器杯 • 高

台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高 台付杯・蓋 ・甕·壺、 平

瓦 ・ 丸瓦の他 に土製カマ ドが出 土 し ている 。

S0 275溝跡 調査区南西部 の第VI層 上面 ・

地 山上面 で検出 した東西に走る 溝跡 で、東側 に

お い てSD2 73 ·2 79溝跡と接続する 。重複関係か らSD2 6 9 ·2 74. 溝跡 より古く 、 SD2 76 · 2 82 · 2 85 

溝跡 より 新 し い 。 確認できる長さは約 7 m で、 上幅8 0- 12 0cm 、 深さ 約2 5cmを計る 。 埋土は 3 層

1- 2:100 T
 

ol
l

 
ー m 

ぬ 土 色i I悶�;:�賃：
色l

令
ノ ル ト

：:f! 悶；合：：：含む
令 、 3 層 よ り 細 か な シ ル ト プ ロ ッ ク を含む

第21図 S D 273溝跡セ ク シ ョ ン図

に分け られるが 、 いずれも灰黄褐色を 主体とし ている 。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕

． 壺、 丸瓦の他 に土製カ マ ドや円盤状土製品が出 土 し ている 。
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S0 276溝跡 調査区西側の地山上面で検出 し た 南北に走る溝跡であ る。 S D 279 溝跡と重複

関係があり、 こ れ よ りも古い 。 確認で き る長 さは約 6 m 、 上幅約70cm、 深 さ15cm を計る。 埋土

は灰黄褐色の粘土質の単層である。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 • 壺、 赤

焼 き 土器杯が出土 し ている。

S0 277溝跡 調査区南西部の第w層上面 ・ 地山上面で検出した東西に走る溝跡で、 東側にお

いてS D 279溝跡 と接続する。 S D278: 溝跡と重複関係があり、 こ れ よりも新しい。 確認で き る

長 さは 約 6. Sm 、 上幅100-170cm、 最も深い と こ ろ で約30cmを計る。埋土は灰黄褐色を主体 と し

ている。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 蓋 ・ 甕 、 赤焼 き 土師器杯、 平瓦の他に

土製 カ マ ド が出土している。

5D 278溝跡 調査区南西部の第VI層上面 ・ 地山上面で検出 し た 東西に走る溝跡で あ る。 重複

関係から S D 274 · 279溝跡より古く 、 S D 283溝跡より新しい 。確認で き る 長 さは約8m で、 上

幅は広い と こ ろ で約160cm、 狭 い と こ ろ では約55cm、 深 さは約55cm を計る。 埋土は8層 に細分 さ

れるが、 黄褐色 ・ 灰黄褐色 • 黒褐色を主体と し ている。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯・甕 、

赤焼 き 土器杯、 丸瓦の他Iに土製 カ マ ド が 5D 278 

出土している。

S0 279溝跡 調査区南西部の第V1層上

面 ・ 地山上面で検出した南北に走る溝跡

で、 北側でS D 275溝跡 と接続 し 、 南側に

おいては幅が狭まり•S D 2 77溝跡 と接続す

る。 S D 276 · 278溝跡 と 重複関係があり、

これらよりも新しい 。 長 さは約 6 m を計

り 、 上幅は広い と こ ろ で約95cm、 狭 い と

こ ろ で約45cmで、 深 さは約20cmで あるが、

幅の狭いと こ ろでは約5cmと浅く なる。 遺

物は 、 土師器杯 · 甕 、 須恵器杯 ・ 甕、 平

瓦が出土している。

so 301溝跡 調査区東側の整地層D 上

面で検出した東西に走る溝跡で あ る。 確

認で き る長 さは約8. 5m で、 上幅65-130

cm、 深 さ約30cm を計る。 埋土は 、 整地層

2 と 非常に類似する黒褐色の シ ル ト 質 と

黒褐色の粘土質が堆積している。 遺物は

← 2. 600 → 

゜ l m  

I 
S0301 

ー→1--2. 700 

冒
I m  ゜

I I I 
遺構名 層位 土 色 鰤
SD 278 l lOYR½ 1: よい賃褐色 艇 顧紅を含み、使埠・マンガン位を含む

JOY R メ灰黄褐色 帖土
JOY R ½  灰黄褐色 帖土貴褐色士をプo,,状に含み、マンガン位を含じ
JOY R ½  黒褐色 帖土 黄色土を含し
2.SY¾ にぶい貿色 艇賣シルト 鵡灰責色土をプo,,ク状に少し含(:
2 SY}{ 黒褐色 帖土賃色土をプロッ ク状に含t·
2. おYXが）ーポ色 シルト 黒褐色帖士をプ0ッ ク状に含し·
zsCY½ がJ-プ灰色 艇 が）ーガ贔色砧土をプロフク状に含む

S030I J JOY R M黒褐色 シ ，， ト 炭It掬・焼土粒 ・マンガンUを含む
2 IOY R ½  贔褐色 艇 貨色土位を含み、炭化物粒・娩土粒 ・マンガンを含

第23図 SD 278 · 301溝跡セ ク シ ョ ン図
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第24図 SD 309 • 314溝跡出土遺物
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底径 器高 偏 考
4.6 7.6 対称位置にヘラ描き文様

4.2 

8.9 4.4 

( 7.8) 3.7 
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（以.5)
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土 師器杯 • 高 台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 •高 台付杯 ・ 甕 ・ 壺 • 長頸瓶、 赤焼き土器杯•高 台付杯、

平瓦 ・ 丸瓦の他に 木製品の盤や土 製 カ マ ドが出土 している。

so 314溝跡 調査区の ほぼ中央部 、 地 山上 面で検出した 南 北に走る溝跡である。 確認できる

長さは約 9.5m 、上幅約160cm 、 深 さ 約20 cmを計る。 埋土は 、 単層で黄灰色の粘土質が堆積する。

-· 

-=- 9 
8 

7
 

―一 三
゜ 10cm 

No 遺構 層位 種類 臼形 外ilii悶整 内面鯛望 口 径 証径 笞芯 偏 ・ 考
J S D 315 l 層 須恵召 9不 0 ク ロナデ 庭部回転へ 9切 り ロ ク ロ ナ デ (14 .6) 7.3 4.2 
2 カ ＋ ． 々 カ 底部回転糸切り ク (13.8) 6.2 4.3 
3 . 令 土師召 高台付皿 “ ヘ ラ ミ ガ キ · 烈色処理 15.4 9.0 4.6 完形
4 . ． 須懸呂 長 預 瓶 . 0 ク ロ ナ デ ( 9.3) 
5 . ． . . . ． (10.5) 
6 ． 2 層 . 杯 “ 底位熊、醤ラ 竺ケ虚か盈） 品辺g ＾ ( 7.2) 
7 令 ． . 資 . ． 
8 . ゅ ． 長 類 瓶 々 令

， . “ ゜ 杯 . 
卸ズ
手
· ·

持
1f刃

ヘ
汽

ラ
轟

ケ
紅

ズ
合

リ
、?.,".ケ ヽ 16,2 7.0 4. 7 

JO 奪 ． 土閻召 令 ヨ コ ナデ ヘラ ミ ガキ • 黒色処理 12.5 ( 7.0) 4.3 
11 み “ . 甕 ロ ク 0 ナ デ ロ ク ロナデ (20.8) 
12 . 3 層 須恵召 杯 0 ク ロ ナ デ @部回転へ9切 り . (13.3) ( 8.0) 3.7 外f本部/.lll.'}r□}外底部墨痕
13 S D  3W 1 Ill . 棧 椀 舎 回転ヘラ ケ ズ り ． 8.2 外底部凪f寸符

第25図 SD 315 · 320溝跡出土遺物
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第26図
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゜ 15cm 

刊 2 

1. S D 315 2 層出土 曲物蓋板
2. ，， 盤
3. ，， 紡錘車
4. S D. 319 1層出土 盤�- uヽ

冬� 3
0 3cm 

第27 図 S D  315 • 319溝跡 出土木製品

遺物は 、 土師器杯 • 高 台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 • 高 台付杯 ・ 蓋・ 甕 • 長頸瓶、 軒平 瓦 • 平瓦 ・ 丸

瓦、 円盤状土製品 、 土 製 カ マ ドがあり 、 木製品 では下駄や曲物の 底板が出土 し ている 。

SD 315溝跡 S D  3 14溝跡の東側、整地層o· 上面 で検出 し た南北に走る溝跡 である 。 重複関係

についてみる と 、 S B 258 建物跡 やS D 31 8溝跡より 新 し く 、 S D 319溝跡よりも 古い 。確認でき

る 長さは約16m で、 上幅約2. 20m 、 深さ約60 cmを計る 。 埋土は 、 黒褐色 • 暗灰色 ・ 灰 オ リー プ

色の 3 層に分かれる 。 遺物は 、 土 師器杯 • 高 台付杯• 高 台付皿 ・甕 、 須恵器杯 • 高 台付杯 •双

耳杯・ 蓋・ 甕 • 長頸瓶、 緑釉陶器 、 平瓦 ・ 丸瓦、 転用硯、 円盤状 土製品 、 土製 カ マ ドがあ り 、

木製品 では 盤 • 曲物・杭な どが出土 し ている 。

N ま と め

今 回の調査 では 、 掘 立柱建物跡 5 棟 、 溝跡 57粂 、 土砿1 基、 ．整地層 、 水田跡の他 に多数の小柱

穴が検出 された 。 ここ では 主な遺構につい ての み記述する ことにする 。

発 見 され た迫構は 、 検出面の 相違と 重複関係 か らまと めると次のよ うになる 。



叫——一S D 272→ S D  273→ S B  262 

S D  276→ S D  275→ S D  274 

S D  2 82→ S D  277→ S D  26 

整

地
上 ，S D 2 85 →  S D  27炉S D 271 

→ S D  2 8缶S D 27 8→ 
D I

層
面 ー S D 314 

S D  319 b
 → S B  2 6  

→ S B  2 61 

以上のよ うに 、 各遺構は整地層 を介在し て重複し てい る 。 こ こでは 、 各退構 群の年代につい

検 討す る 。

は じ めに 、 調査 区全域 を ほ ぼ毅っ てい る整地層 a ·b の年代に つい て検 討 し 、 これ より下層

で検出 した遺構の下限年代 を与え ておきたい 。 整地層 a · b より出土 した遺物は 、 土 師器 、 須

恵器、 赤焼き土器 、 灰釉陶器が あ る 。 土 師器杯は ロク ロ使用のもので あり 、 表杉ノ 入式の範噸

に属す るもので 、 ロク ロか らの切り 離 し 技法が 回転糸切り無調整のものが 大部分で 、 他に 底部

全 面 を 手持ヘ ラ ケ ズ リ を施 し てい るものが み られ る 。 須 恵器杯は 、 回転糸切り 無調整のもの と

回 転ヘ ラ 切りの後ナデ調整 を施 し てい るものが大部分 を 占 め てい る 。 赤焼き土器は 、 多賀城跡

出土土器の う ち F 群土器の 須 恵系土器に対 比 され るもので 、 F 群土器は10 世紀中 頃の年代が 与

え られ てい る （註 2 · 3 ) 。 または 、 10 世紀前半に降灰 した と考え られ てい る灰白色火 山灰が 、

層中にプロック状に含まれ てい る 。 したがっ て 、 整地層 a·b の年代は 、 お お むね 10 世紀中 頃

と考え ておきたい 。

整地層A·B 上面で検出 した遺構群は 、 出土した遺物か ら検 討 し てみ ると土 師器 、 須 恵器 、

赤焼き土器 、 灰釉陶器が出土 し ており 、 土 師器杯は 、 ロク ロか らの切り離し技法が回転糸切り無調

整のものが 大部分で あり 、 須 恵器杯につい ても 回 転糸切り 無調整のものが 主流 を 占 め てい る 。

また 、 S D 2 65溝跡の層中に灰白色灰山灰が 自然堆積し てい る こと より 、 整地層 A·B 上面 で

検出した遺構 群の年代は10 世紀前半と考え られ る 。

整地層D 上面で検出した遺構群か ら出土 した遺物か ら検 討 し てみ ると、 土 師器 、 須 恵器が出

土し ており 、 土 師器杯は ロク ロ使用のもので表杉ノ 入式の 範嗜に 入 るもので あ る 。 須 恵器杯は

ロク ロか らの切り 離 し技法が 回 転糸切り 無調整のものと回転ヘラ切り無調整のものが 大 部分で

あ る 。 また 、 確実に奈良時代に まで 遡 る遺物が出土し ていない ことより 、 おお むね 9 世紀と考

え ておきたい 。
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地山上面で検出 し た遺構群か ら 出 土した遺物をみると 、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器が出土

しているが、 赤焼き土器は 、 整地層 a · b と 類似する埋土か ら 出土しており 、 整地事業を行っ

た際に混入 し た も の と思われる。 土師器、 須恵器については 、 整地層D 上面で検出した遺構か

ら 出土する遺物 と 同 じ傾向を示している こ と よ り 、 おおむね9世紀から 10世紀初頭 と 考 えてお

きたい。

本調査区は 、 第 5 次調査区の北側に隣接しており 、 第 5 次調査で発見された整地層 a · b は

本調査区まで延びており 、 本調査の整地層 a · b に対応する。 また、 S D 03 · 04溝跡 も今回検

出したS D 263 · 265溝跡と 同一溝跡である。 さ ら に基本層位をみると 、 第 5 次調査 （註 4 ) で

出された第VI a層 • 第VI b 層 は 、 第V層の上部と 下部に対応し、 第珊層は第VI層に対応する。

今回の調査では 、 水 田 と して利用していた地域に整地事業を行い居住空間を広げて生活の場

として利用したこ と が明 ら かにな っ た。

（註）

註 l 多賀城市教育委員会 「市川橋遺跡一昭和59年度発掘調査報告密ー」 多賀城市文化財調査報告苔 (1985)

註 2 白屈良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 『研究紀要VIl』 宮城県多買城跡調査研究所 (1980)
註 3 宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡 ・ 政庁跡本文編」 (1982) 

註 4 註 1 に同 じ

（引用 ・ 参考文献）
1 多賀城市教育委員会 「高崎 · 市川橋遠跡調査報告苔」 多賀城市文化財調査報告書第 3 集 (1982)

2

3

 

,., 
,,. 

「市川橋遺跡調査報告書」 多賀城市文化財調査報告書第 4 集 (1983)
「市川橋遺跡調査報告害」 多賀城市文化財調査報告苔第 5 集 (1984)

4 ,., 「市川橋遺跡ー昭和61年度発掘調査報告苔ー」 多賀城市文化財調査報告書第13集 (1987)

5 宮城県多賀城跡調査研究所 「第22次発掘調査」 多賀城跡調査研究所年報1973 (1974) 
6

 
ク 「第37次発掘調査」 多賀城跡調査研究所年報1980 (1981) 

7 宮城県教育委員会 「水入遺跡発掘調査報告壱」 宮城県文化財調査報告密第84集 (1982)
8 田中則和他 「山口遺跡II」 仙台市文化財調査報告苔第61集 (1984)
9 吉岡恭平他 「高速鉄道関係遺跡調査概報V」 仙台市文化財調査報告苔第89集 (1986)
10 八賀 晋 「古代における水田跡開発ー そ の土嬢的環境」 r日本史研究96』 (1968) 
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V プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル分折調査報告

古 環 境 研 究 所

1 .  試 料

水田耕作土と 見ら れて いた土層は 、 C -10地 点の V a層と V b層 （ 註） 、 およ びF -02地点

のVI層である。 分折試料は 、 こ れらの層に ついて容旦5 0crrlの 採土 管を用いて 採取さ れ 、 当研究

所に送付さ れた ものである。

2. 分 折 結 果

プラント ・ オパー ル分 折の結果を表1お よ び 図 2に示す 。 なお 、 稲作跡の検証およ び探査が

主 目的であるた め、 同定およ び定最は ， イ ネ ， ヨ シ属 ， タ ケ亜科 ， ウ シ ク サ族 （ ス ス キや チ ガ

ヤな どが 含 ま れる） ， キ ピ族 （ ヒ エな どが 含 ま れる） の主要な 5 分類群に限定 した 。

3. 考 察

水田跡 （稲作跡） の検証や探査を行 う場合、 一般に イ ネの プラント ・ オ パ ー ルが試料1g あ

たりおよ そ 5 ,0 0 0 個以上と 高 い 密度で検出さ れた場合に 、 そこで 稲作が行 われて いた可能性が

高 いと 判 断 して いる。 また 、 その層に プラ ント・オバー ル密度の ピークが認めら れ れ ば、 上層

から後代の ものが混入し た 危険性は考えに く く なり 、 その層で 稲作が行 わ れて いた可能性はよ

り確実な ものと なる。 以上の 判断基準に もと づいて 稲作の可能性に つ いて検討を行 った 。

平安時代の水田耕作土と見られていた 、 C -10 地 点の V a層と V b層 、 およ びF -0 2地 点の

VI陪に ついて分折を行 なった結果 、 全試料から イ ネの プラ ント ・ オパー ルが検出 さ れた 。

この う ち 、 C -10 地 点の V a層では 、 密 度 が 8 , 3 00個/g とかなり 高 い 値である。 したがっ

て 、 同層で 稲作が行 われて いた可能性は高 いと考えら れる。 C -10 地 点の V b層お よ びF -02 

地 点の VI層では 、 密度が そ れ ぞれ 2 ,400個/g およ び 3 , 200個/g とやや低 い値である。 した

がって 、 こ れらの層で 稲作が行 われて いた可能性は考えら れるものの 、 上層や他所からの混入

の危険性も否定でき な い 。

（註） V a 層 と V b 層 は基本層位の第V層 に あ た り 、 V b 層は 、 第V階の下部 に あ た る 。
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表 1 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル分析結果

多賀城市 市 川橋遺跡

F -0 2地 点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イ ネ （ 籾総最） ヨ シ属 タ ケ亜科 ウシ ク サ族 キ ビ族
cm cm 個/g t/lOa 個/g 個/g 個/g 個/g

7 40 20 0 . 80 3,200 5.15 4, 900 10 , 700 ゜ ゜
C -10 地 点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イ ネ （ 籾総屈） ヨ シ属 タ ケ 亜科 ウシ ク サ族 キ ビ族
cm cm 個/g t/l.Oa 個/g 個/g 個/g 個/g

6a 45 15 0 . 7 8  8 , 30 0  9 . 8 9  5 ,0 0 0  28 ,300 ゜ ゜
6b 60 12 0 . 87 2,40 0 2.47 1,60 0 13 ,000 ゜ ゜

多 賀 城 市 市 川 橋 C -10地点 土層 植 物 体 生 産 凪 t/lOa · cm  
10 8 6 4 2 ゜ ゜ 2 4 6 8 10 

＂ 
多 賀 城市 市 川 橋 F -0 2地点

10 8 6 4 2 
土 層

0 0 2
 

植 物 体 生 産 屈
4 6 

t /lOa · cm 
8 10 

國 ョ シ □ タ ケ亜科 □ イ ネ ■ イ ネ モ ミ

図 1 おもな植物の推定生産量と変遷

（注） � 印は50cmの ス ケ ー ル
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図 版 4

調査区東側遺構全景
（南西か ら）

図 版 5

調査区東側遺構全景
（北か ら）

図 版 6

SD 3 0 1 溝跡
（東側か ら）



図 版 7
SD315溝跡断面

図 版 8

図 版 9

so 2 8 3 溝跡
（西から）

pi t55遺物出土状況
（北から）
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1-8 . 須恵器 杯
9-13. 土師沿 杯

図版10 出 土 遺 物
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1 . 土 師器 杯
2 · 3 .  赤 焼 き 土器 杯

4 .  赤焼き土 器 高 台付杯
5. 土師器 台付皿

6-8. 須忍 器 蓋
9 · 10. 須恵器 長頸瓶

11. 須恵器 華瓶

図霰11 出 土 遺 物

67 



8
 

1-3 . 土師器 甕
4-7 . 須恵器 甕
8-10. 須恵器 甑

10 

図版12 出 土 遺 物
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14  15  

1. 縁釉陶器 段皿 6. 灰釉陶器
2. 灰釉陶器 椀 7. 灰釉陶器 破片
3.  灰釉陶器 皿 8 · 9. 土師器 杯
4. 灰釉陶器 耳皿 10-15. 須恵器 杯
5. 灰釉陶器 皿 16. 須恵器 甕

図版13 出 土 遺 物
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11 こ
14 曇

1-4. 軒丸瓦
5 · 6. 軒平瓦

7 .  平瓦、 刻印q亙」
8. j専

11. 硯
9 · 10 . 土製カ マ ド

1 2 · 13. 転用硯
14. 土錘
15. 円鯰状土製品

園版14 出 土 遺 物
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